




は
じ
ま
り
は
、
仕
事
で
写
真
を
撮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
、
上
手
に
な
り
た
い
一
心
か
ら

一
眼
レ
フ
で
練
習
を
始
め
た
こ
と
に
遡
る
。

何
ご
と
も
基
本
が
肝
心
と
考
え
、
通
信
教
育
の
写
真
講
座
を
受
講
し
た
。

被
写
体
の
テ
ー
マ
を
絞
る
と
い
う
課
題
の
中
で
、
た
ま
た
ま
当
時
、
日
本
の
滝
百
選（
緑
の
文
明
学
会
出
版
）

「
日
本
の
名
瀑
」 
の
写
真
集
が
目
に
止
ま
り
、
元
々
、
自
然
の
山
へ
行
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

被
写
体
に
滝
を
撮
っ
て
い
け
ば
上
達
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

森
に
は
森
林
浴
が
あ
る
よ
う
に
滝
に
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
浴
が
あ
る
。
大
き
な
滝
は
躍
動
感
が
あ
り
、

小
さ
な
滝
に
は
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

滝
見
行
に
は
、
大
自
然
の
中
に
自
分
を
置
く
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
気
分
転
換
、
心
の
洗
濯
な
ど

最
高
の
癒
し
が
得
ら
れ
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。

ま
た
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、「
滝
を
見
に
来
て
や
っ
た
」で
は
な
く「
滝
を
見
さ
せ
て
も
ら
う
」と
い
う

感
謝
の
念
を
持
つ
こ
と
が
、
山
か
ら
無
事
帰
れ
る
た
め
の
儀
式
で
あ
る
と
、
常
に
心
得
と
し
て
い
る
。



日
本
の
三
大
名
瀑

華厳の滝

袋田の滝

那智の滝



1

　

滝
撮
影
開
始
の
最
初
の
一
滝
。

　

写
真
撮
影
の
実
力
Ｕ
Ｐ
に
被
写

体
と
し
て
滝
を
選
ん
だ
。
今
思
え

ば
選
ん
で
し
ま
っ
た
と
言
う
か
、

途
中
、
百
と
は
こ
ん
な
に
沢
山
な

の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
反
面
、

滝
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

両
神
山
一
、七
二
四
ｍ
の
麓
、

小
森
川
に
注
い
で
い
る
閑
静
な
滝

で
、
観
瀑
台
か
ら
眺
め
て
い
る
と

ベ
ス
ト
森
林
浴
を
感
じ
る
。

〔
1
〕
丸
神
の
滝
（
埼
玉
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
六
ｍ

一
九
九
〇
年 

七
月
八
日

　

行　

程 

四
〇
八
㎞

　

総　

計 

四
〇
八
㎞



2

　

袋
田
の
滝
は
別
名
、
四
度
の
滝

と
も
呼
ば
れ
、
四
季
折
々
の
表
情

が
楽
し
め
る
。

〔
2
〕
袋
田
の
滝
（
茨
城
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
〇
ｍ

一
九
九
〇
年 

八
月
一
一
日

　

行　

程 

三
一
一
㎞

　

総　

計 

七
一
九
㎞



3

〔
3
〕
華
厳
の
滝
（
栃
木
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
七
ｍ

　

第
二
い
ろ
は
坂
の
展
望
台
、
明

智
平
か
ら
見
る
景
色
は
パ
ノ
ラ
マ

で
あ
る
。

一
九
九
〇
年 

八
月
一
四
日

　

行　

程 

六
五
一
㎞

　

総　

計 

一
、三
七
〇
㎞



4

　

観
瀑
台
の
上
か
ら
見
る
姿
も
美

し
い
が
、
滝
壺
へ
下
り
、
岩
を
滑

る
よ
う
に
流
れ
る
水
を
見
る
の
も
、

心
和
や
か
に
な
る
。

　

ア
カ
ヤ
シ
オ（
ツ
ツ
ジ
科
、
栃

木
県
の
県
花
は
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
で

す
）の
花
が
咲
く
春
も
滝
に
は
風

情
が
あ
る
。

〔
4
〕
霧
降
の
滝
（
栃
木
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
五
ｍ

一
九
九
〇
年 

八
月
一
四
日

　

行　

程 

六
㎞

　

総　

計 

一
、三
七
六
㎞



5

　

滝
の
流
れ
を
抱
擁
す
る
岩
壁
は
、

陽
光
と
採
光
、
含
水
と
乾
燥
に
よ

り
、
藍
色
、
淡
青
色
、
茶
褐
色
、

乳
白
色
に
も
な
り
、
変
化
に
富
ん

だ
表
情
が
楽
し
め
る
。

〔
5
〕
布
引
の
滝
（
兵
庫
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
三
ｍ

一
九
九
〇
年 

九
月
二
日

　

行　

程 

一,

〇
八
八
㎞

　

総　

計 

二
、四
六
四
㎞



6

　

滝
の
水
が
流
れ
落
ち
る
さ
ま
が

僧
侶
の
払
子
を
垂
れ
た
様
に
見
え

た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と

い
う
。

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
滝
壺

が
神
秘
的
だ
。
真
夏
の
夜
に
開
催

さ
れ
る
滝
ま
つ
り（
八
月
中
旬
〜

下
旬
）で
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

幻
想
的
な
世
界
が
広
が
る
。
ま
た
、

冬
の
氷
結
し
た
滝
は
自
然
の
造
形

美
を
み
せ
て
く
れ
る
。

（
広
報
東
京
都
第
五
八
六
号
Ｈ
七

（
一
九
九
五
）八
．
一　

ふ
る
さ
と

探
訪
73
よ
り
）

〔
6
〕
払
沢
の
滝
（
東
京
都
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
〇
ｍ

一
九
九
〇
年 

九
月
九
日

　

行　

程 

一
六
三
㎞

　

総　

計 

二
、六
二
七
㎞



7

　

登
路
は
渓
谷
歩
道
を
、
帰
路
は

軽
便
軌
道
跡
を
御
利
用
下
さ
い
と

い
う
遊
歩
道
に
鉄
道
線
路
が
残
さ

れ
て
い
た
。

　

秋
の
紅
葉
は
と
く
に
、
と
く
に

す
ば
ら
し
い
。

〔
7
〕
七
つ
釜
五
段
の
滝
（
山
梨
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
〇
ｍ

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
〇
日

　

行　

程 

一,

四
五
〇
㎞

　

総　

計 

四
、
〇
七
七
㎞



8

　

南
ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
か
ら
流

れ
出
し
て
大
武
川
へ
そ
そ
ぐ
石
空

川
、
こ
の
渓
谷
に
は
大
小
七
つ
の

滝
が
あ
り
豊
富
な
水
量
と
鋭
く
切

れ
込
ん
だ
谷
は
蛇
行
を
繰
り
返
し

て
ご
う
ご
う
と
こ
だ
ま
を
響
か
せ

て
い
る
。

　

な
か
で
も
北
精
神
ヶ
滝
は
こ
の

石
空
川
渓
谷
を
代
表
す
る
滝
で
落

〔
8
〕
北
精
神
ヶ
滝
（
山
梨
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
一
ｍ

差
一
二
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
気
に

落
ち
る
滝
は
ま
さ
に
豪
快
で
あ
る
。

　

そ
し
て
冬
の
氷
瀑
も
み
ご
と
で

あ
る
。
い
つ
か
こ
の
滝
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
崖
崩
れ
が
あ
っ
た
。
そ

こ
を
通
り
か
か
っ
た
滝
撮
影
関
係

者
が
遭
遇
し
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。

い
つ
も
思
う
、
山
は
怖
い
。

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
〇
日

　

行　

程 

二
四
㎞

　

総　

計 

四
、一
〇
一
㎞



9

　

昇
仙
峡
渓
谷
に
か
か
る
三

段
か
ら
な
る
名
瀑
。

　

陽
光
の
有
無
に
よ
り
右
岸

の
表
情
が
落
ち
着
い
た
表
情

を
な
し
、
ま
た
明
る
い
表
情

を
な
し
、
味
わ
い
の
あ
る
、

見
て
い
て
も
飽
き
な
い
滝
で

あ
る
。

〔
9
〕
仙
我
滝
（
山
梨
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
〇
ｍ

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
一
日

　

行　

程 

二
九
六
㎞

　

総　

計 

四
、三
九
七
㎞



10

　

滝
の
流
れ
の
水
に
足
を
つ
け
な

が
ら
、
滝
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に

な
り
な
が
ら
見
る
の
も
迫
力
が
あ

る
が
、
遊
歩
道
の
上
よ
り
見
る
滝

も
す
ば
ら
し
い
。

〔
10
〕
吹
割
の
滝
（
群
馬
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
ｍ

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
八
日

　

行　

程 

三
三
七
㎞

　

総　

計 

四
、七
三
四
㎞



11

　

石
段
下
に
は
棚
下
不
動
堂
が
あ

り
、
岩
窟
の
不
動
堂
奥
院
に
は
石

造
の
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
い
る

と
い
う
滝
の
周
囲
は
静
寂
さ
と
仙

境
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

裏
見
の
滝
で
も
あ
る
。

〔
11
〕
棚
下
不
動
の
滝
（
群
馬
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
七
ｍ

一
九
九
〇
年 

一
一
月
四
日

　

行　

程 

二
九
五
㎞

　

総　

計 

五
、
〇
二
九
㎞



12

　

箕
面
市
箕
面
国
定
公
園
内
に
あ

る
こ
の
滝
は
高
さ
三
三
メ
ー
ト
ル

と
そ
れ
程
な
い
が
、
紅
葉
の
頃
、

〔
12
〕
箕
面
の
滝
（
大
阪
府
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
三
ｍ

一
九
九
〇
年 

一
一
月
二
三
日

　

行　

程 

一,

〇
六
八
㎞

　

総　

計 

六
、
〇
九
七
㎞

陽
光
の
中
、
滝
壺
か
ら
見
上
げ
て

い
る
と
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
。



13

1990 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

1 7 8 丸神の滝 埼玉県 両神村、荒川水系 400 8 408

2 8 11 袋田の滝 茨城県 大子町、久慈川 310 1 311

3 8 14 華厳の滝 栃木県 日光市、大谷川 650 1 651

4 8 〃 霧降の滝 栃木県 日光市、鬼怒川 6 6

5 9 2 布引の滝 兵庫県 神戸市、生田川 1,080 0 8 1,088

6 9 9 払沢の滝 東京都 桧原村、秋川渓谷 160 3 163

7 10 20 七つ釜五段の滝 山梨県 三富村、西沢渓谷 1,440 10 1,450

8 10 〃 北精進ケ滝 山梨県 武川村､石空川渓谷 24 24

9 10 21 仙我滝 山梨県 甲府市、昇仙峡 290 6 296

10 10 28 吹割の滝 群馬県 利根村、片品川 330 7 337

11 11 4 棚下不動の滝 群馬県 赤城村、利根川 290 5 295

12 11 23 箕面の滝 大阪府 箕面市、箕面川 1,060 0 8 1,068

1990年度計 0 2,140 0 3,870 87 6,097

累　計 6,097



14

　

六
九
メ
ー
ト
ル
三
段
か

ら
な
る
こ
の
滝
は
修
験
の

滝
で
も
あ
る
。

　

名
水
百
選
に
も
選
ば
れ

て
い
る
。

〔
13
〕
酒
水
の
滝
（
神
奈
川
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
九
ｍ

一
九
九
一
年 

三
月
一
六
日

　

行　

程 

一
八
四
㎞

　

総　

計 

六
、二
八
一
㎞



15

　

誰
に
も
会
わ
な
い
早
戸
川
を
遡

る
。

　

滝
の
前
に
は
大
岩
壁
が
あ
り
、

滝
の
全
容
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

〔
14
〕
早
戸
大
滝
（
神
奈
川
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
〇
ｍ

一
九
九
一
年 

七
月
二
〇
日

　

行　

程 

一
九
二
㎞

　

総　

計 

六
、四
七
三
㎞



16

　

観
瀑
台
か
ら
見
る
、
断
崖
か
ら

落
下
す
る
純
白
の
流
水
は
雄
大
で

あ
る
。

　

紅
葉
時
見
る
滝
は
尚
最
高
で
あ

る
。

〔
15
〕
三
階
の
滝
（
宮
城
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
八
一
ｍ

一
九
九
一
年 

一
〇
月
二
四
日

　

行　

程 

七
九
一
㎞

　

総　

計 

七
、二
六
四
㎞



17

　

高
さ
五
五
ｍ
を
一
気
に
流
れ
落

ち
た
水
は
滝
壺
で
跳
ね
返
さ
れ
水

煙
と
な
っ
て
上
空
に
舞
い
上
が
る
。

　

滝
壺
で
眺
め
る
雰
囲
気
は
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
百
％
で
あ
る
。

〔
16
〕
秋
保
大
滝
（
宮
城
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
五
ｍ

一
九
九
一
年 

一
〇
月
二
四
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

七
、二
六
七
㎞



18

　

こ
の
滝
の
名
称
の
由
来
は
形
が

酒
を
入
れ
る
銚
子
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
ア
ン
グ
ル
よ
り
左
岸
へ
渡

っ
た
方
が
も
っ
と
銚
子
の
形
が
見

ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

〔
17
〕
銚
子
ケ
滝
（
福
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
八
ｍ

一
九
九
一
年 

一
〇
月
二
六
日

　

行　

程 

一
五
㎞

　

総　

計 

七
、二
八
二
㎞



19

　

滝
の
形
が
乙
字
を
な
し
て
い
る

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
雄
大

な
滝
で
あ
る
。

〔
18
〕
乙
字
ケ
滝
（
福
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
ｍ

一
九
九
一
年 

一
〇
月
二
六
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

七
、二
八
四
㎞



20

　

わ
ず
か
二
五
ｍ
で
は
あ
る
が
、

豪
快
に
滝
壺
に
流
れ
落
ち
る
様

は
風
格
が
あ
る
。

　

滝
壺
の
轟
音
の
な
か
、
釣
竿

を
操
る
釣
り
人
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

〔
19
〕
浄
蓮
の
滝
（
静
岡
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
五
ｍ

一
九
九
一
年 

一
一
月
二
日

　

行　

程 

六
五
四
㎞

　

総　

計 

七
、九
三
八
㎞



21

　

礫
岩
か
ら
流
れ
る
七
段
の
滝
は

二
番
目
と
五
番
目
の
滝
壺
は
甌
穴

と
な
っ
て
い
る
。

　

最
下
段
の
滝
壺
に
い
て
、
流
れ

て
く
る
滝
を
見
て
い
る
と
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
。

〔
20
〕
阿
寺
の
七
滝
（
愛
知
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
四
ｍ

一
九
九
一
年 

一
一
月
一
〇
日

　

行　

程 

三
二
二
㎞

　

総　

計 

八
、二
六
〇
㎞
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滝
壺
へ
行
く
に
は
ガ
イ
ド
の
同

行
が
必
要
と
い
う
秘
境
の
滝
。
渋

峠
草
津
探
勝
歩
道
か
ら
遠
く
に
眺

め
た
。

〔
21
〕
常
布
の
滝
（
群
馬
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
〇
ｍ

　

い
つ
か
滝
壺
に
行
っ
て
す
ば
ら

し
い
光
景
を
見
さ
せ
て
も
ら
う
。

一
九
九
一
年 

一
二
月
一
日

　

行　

程 

四
四
五
㎞

　

総　

計 

八
、七
〇
五
㎞



23

　

こ
の
滝
の
水
は
万
病
を
癒
す
薬

の
水
と
い
う
、
そ
し
て
若
返
り
の

水
と
も
言
う
。

　

私
も
飲
ん
で
来
た
、
若
返
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

こ
の
滝
の
見
え
る
食
堂
に
い
た

ら
、
可
愛
い
娘
さ
ん
を
連
れ
た
夫

婦
と
出
合
っ
た
。

　

ご
主
人
に〝
海
外
の
滝
を
見
た

〔
22
〕
養
老
の
滝
（
岐
阜
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
〇
ｍ

こ
と
が
あ
る
か
〞と
問
わ
れ
た
。

多
分
イ
グ
ア
ス
の
滝
だ
っ
た
と
思

う
。〝
そ
の
滝
は
見
事
と
言
う
ほ
か

は
な
く
、
見
に
行
っ
た
ら
感
激
し

ま
す
よ
〞と
言
わ
れ
た
。

　

日
本
の
滝
を
廻
り
始
め
て
二
二

個
目
で
あ
り
、
海
外
ま
で
は
全
く

考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
さ
か
海
外
の
滝
ま
で
見
に
行

く
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
手
記
を
書
い
て
い
る
今
、

日
本
百
名
瀑
を
廻
り
終
わ
り
、
世

界
三
大
名
瀑
の
二
つ
を
観
瀑
し
た
。

　

残
る
一
つ
も
見
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

一
九
九
一
年 

一
二
月
七
日

　

行　

程 

八
五
三
㎞

　

総　

計 

九
、五
五
八
㎞
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1991 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

13 3 16 酒水の滝 神奈川県 山北町、酒匂川 180 4 184

14 7 20 早戸大滝 神奈川県 津久井町､早戸川 170 22 192

15 10 24 三階の滝 宮城県 蔵王町、澄川渓谷 790 1 791

16 10 〃 秋保大滝 宮城県 仙台市、名取川 3 3

17 10 26 銚子ケ滝 福島県 郡山市、石筵川 15 15

18 10 〃 乙字ケ滝 福島県 須賀川市､阿武隈川 2 2

19 11 1 阿寺の七滝 愛知県 鳳来町、阿寺川 320 2 322

20 11 2 浄蓮の滝 静岡県 天城湯ケ島町､狩野川 640 14 654

21 12 1 常布の滝 群馬県 草津町、大沢川 440 5 445

22 12 7 養老の滝 岐阜県 養老町、津屋川 850 3 853

1991年度計 0 0 0 3,390 71 3,461

累　計 9,558
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室
生
・
赤
目
・
青
山
国
定
公
園

内
に
あ
る
全
長
約
四
㎞
、
往
復
約

三
時
間
を
要
し
て
探
勝
す
る
滝
々
。

　

琵
琶
滝
、
布
曳
滝
な
ど
、
心
落

〔
23
〕
赤
目
四
十
八
滝
（
三
重
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
五
ｍ

ち
着
く
滝
が
沢
山
あ
る
が
、
私
は

心
癒
さ
れ
る
、
荷
担（
に
な
い
）滝

が
好
き
で
あ
る
。

一
九
九
二
年 

四
月
一
二
日

　

行　

程 

一
、一
三
〇
㎞

　

総　

計 

一
〇
、
六
八
八
㎞
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垂
直
に
切
り
立
っ
た
岩
の
上
か

ら
落
下
す
る
水
が
飛
沫
と
な
り
、

付
近
に
飛
び
散
る
様
は
雄
大
な
景

観
で
あ
る
。

〔
24
〕
安
倍
の
大
滝
（
静
岡
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
〇
ｍ

一
九
九
二
年 

四
月
三
〇
日

　

行　

程 

九
三
二
㎞

　

総　

計 

一
一
、六
二
〇
㎞
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百
ｍ
の
長
さ
の
Ｕ
字
形
岩
壁
の

中
腹
か
ら
水
が
涌
き
流
れ
出
る
・

潜
流
瀑
は
め
ず
ら
し
い
滝
だ
。

　

白
糸
の
滝
の
下
流
に
位
置
す

〔
25
〕
白
糸
・
音
止
め
の
滝
（
静
岡
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
〇
ｍ

る
・
音
止
め
の
滝
は
轟
き
音
も
豪

快
で
あ
る
。

一
九
九
二
年 

四
月
三
〇
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

一
一
、六
二
三
㎞



28

　

滝
を
の
ぞ
む
中
央
の
岩
に
不
動

明
王
と
摩
利
支
天
の
石
仏
が
ま
つ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
滝
は
乗
鞍
火
山
の
溶
岩
滝

〔
26
〕
三
本
滝
（
長
野
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
〇
ｍ

の
末
端
に
で
き
た
滝
で
あ
る
。

　

乗
鞍
岳
へ
向
か
っ
て
い
る
と
い

う
登
山
者
二
人
に
出
会
う
。
相
手
は

冬
山
登
山
の
完
全
装
備
で
あ
っ
た
。

　

私
は
朝
早
か
っ
た
の
で
雪
が
し

ま
っ
て
い
る
と
思
い
、
ハ
イ
キ
ン

グ
シ
ュ
ー
ズ
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

一
九
九
二
年 

五
月
一
日

　

行　

程 

六
㎞

　

総　

計 

一
一
、六
二
九
㎞
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南
木
曽
町
大
滝
川
に
か
か
る
田

立
の
滝
群
は
雄
大
な
岩
壁
か
ら
流

れ
落
ち
る
迫
力
の
あ
る
滝
で
あ
る
。

　

ら
せ
ん
滝
・
霧
ヶ
滝
な
ど
数
あ

〔
27
〕
田
立
の
滝
（
長
野
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
六
ｍ

る
滝
の
中
で
主
瀑
の
天
河
滝
が
大

き
な
岩
の
印
象
的
な
滝
で
あ
っ
た
。

一
九
九
二
年 

五
月
一
日

　

行　

程 

五
㎞

　

総　

計 

一
一
、六
三
四
㎞
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水
源
は
四
阿
山
か
ら
発
し
米
子

川
に
か
か
る
他
に
比
類
の
な
い
雄

大
な
滝
で
あ
る
。

　

写
真
帳
の
写
真
を
目
に
入
れ
な

が
ら
現
地
に
赴
い
た
。
日
本
に
も

こ
う
い
う
所
が
あ
っ
た
の
だ
と
感

〔
28
〕
米
子
大
瀑
布
（
長
野
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
五
ｍ

心
し
た
。

　

往
路
、
断
崖
の
所
を
通
る
一
本

道
、
車
を
進
め
た
。
崖
崩
れ
で
こ

の
道
が
塞
が
れ
た
ら
と
思
う
と
心

細
か
っ
た
。

一
九
九
二
年 

六
月
一
二
日

　

行　

程 

一
、
〇
八
六
㎞

　

総　

計 

一
二
、七
二
〇
㎞



31

　

柱
状
節
理
を
持
つ
玄
武
岩
の
断

層
か
ら
流
れ
出
る
四
つ
の
滝
の
一

つ
で
あ
る
。

　

水
量
の
あ
る
時
は
豪
快
で
、
少

な
い
時
で
は
趣
が
あ
り
見
事
な
滝

で
あ
る
。

〔
29
〕
苗
名
滝
（
新
潟
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
五
ｍ

一
九
九
二
年 

六
月
一
二
日

　

行　

程 

五
㎞

　

総　

計 

一
二
、七
二
五
㎞



32

　

新
潟
県
妙
高
村
燕
温
泉
の
奥
ま

っ
た
所
に
あ
る
滝
。

　

水
量
も
多
く
、
残
雪
と
の
対
比

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

〔
30
〕
惣
滝
（
新
潟
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
〇
ｍ

一
九
九
二
年 

六
月
一
三
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

一
二
、七
二
八
㎞



33

　

中
部
山
岳
国
立
公
園
に
あ
る
、

落
差
三
五
〇
ｍ
を
誇
る
日
本
一
の

大
滝
。

　

観
瀑
の
時
期
は
や
は
り
、
雪
解

け
や
豪
雨
時
に
、
称
名
滝
の
右
側

〔
31
〕
称
名
滝
（
富
山
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
五
〇
ｍ

に
出
現
す
る
、
ハ
ン
ノ
キ
滝
・
落

差
五
〇
〇
ｍ
が
称
名
滝
と
Ｖ
字
形

を
な
し
同
じ
滝
壺
に
流
れ
落
ち
る

凄
ま
じ
い
姿
の
見
ら
れ
る
頃
で
あ

ろ
う
。

一
九
九
二
年 

六
月
一
四
日

　

行　

程 

一
二
㎞

　

総　

計 

一
二
、七
四
〇
㎞



34

　

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
海
抜

一
、四
七
五
ｍ
に
あ
る
味
わ
い
の

あ
る
滝
。

　

霧
に
包
ま
れ
、
か
す
む
滝
は
神

秘
的
で
優
雅
で
あ
る
。

〔
32
〕
平
湯
大
滝
（
岐
阜
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
四
ｍ

一
九
九
二
年 

六
月
一
五
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

一
二
、七
四
三
㎞



35

　

秘
境
の
湯
治
場
・
滑
川
温
泉
の

近
く
に
あ
る
雄
大
な
滝
。

　

滝
壺
か
ら
見
上
げ
る
姿
は
み
ご

と
で
あ
る
。

　

滝
壺
に
行
く
に
は
熊
除
け
ベ
ル

と
笛
が
必
携
。

〔
33
〕
滑
川
大
滝
（
山
形
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
〇
ｍ

一
九
九
二
年 

一
一
月
一
日

　

行　

程 

八
八
四
㎞

　

総　

計 

一
三
、六
二
七
㎞



36

〔
34
〕
三
条
の
滝
（
福
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
ｍ

　

尾
瀬
の
水
を
集
め
て
一
気
に
落

下
す
る
豪
快
な
滝
。

　

こ
の
滝
の
水
量
は
日
本
一
か

な
！

一
九
九
二
年 

一
一
月
二
日

　

行　

程 

二
八
㎞

　

総　

計 

一
三
、六
五
五
㎞
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1992 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

23 4 12 赤目四十八滝 三重県 名張市、滝川 1,120 10 1,130

24 4 30 安倍の大滝 静岡県 静岡市、安倍川 920 12 932

25 4 〃 白糸・音止めの滝 静岡市 富士宮市､富士川 3 3

26 5 1 三本滝 長野県 安曇村、小大野川 6 6

27 5 〃 田立の滝 長野県 南木曽町、木曽川 5 5

28 6 12 米子大瀑布 長野県 須坂市、米子川 1,080 6 1,086

29 6 〃 苗名滝 新潟県 妙高高原町､関川 5 5

30 6 13 惣滝 新潟県 妙高村､大田切川 3 3

31 6 14 称名滝 富山県 立山町、称名町 12 12

32 6 15 平湯大滝 岐阜県 上宝村、乗鞍山系 3 3

33 11 1 滑川大滝 山形県 米沢市、大滝沢 880 4 884

34 11 2 三条の滝 福島県 檜枝岐村、只見川 28 28

1992年度計 0 0 0 4,000 97 4,097

累　計 13,655
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一
九
九
五
年 

五
月
二
四
日

　

行　

程 

一
、六
三
二
㎞

　

総　

計 

一
五
、二
八
七
㎞

〔
35
〕
ア
シ
リ
ベ
ツ
の
滝
（
北
海
道
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
〇
ｍ

　

札
幌
市
、
滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵

公
園
の
中
に
あ
り
、
公
園
を
散
策

し
、
滝
を
ゆ
っ
く
り
観
賞
と
鑑
賞

す
る
に
は
い
つ
ま
で
も
見
飽
き
る

　

札
幌
市
、
滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵

公
園
の
中
に
あ
り
、
公
園
を
散
策

し
、
滝
を
ゆ
っ
く
り
観
賞
と
鑑
賞

す
る
に
は
い
つ
ま
で
も
見
飽
き
る

こ
と
が
な
い
滝
だ
。

　

一
九
九
五
年
五
月
二
十
四
日
に

一
回
見
て
、
二
回
目
は
二
〇
〇
四

年
六
月
二
十
五
日
に
見
に
行
っ
た
。

滝
は
崩
れ
、
後
退
し
て
い
た
。

　

こ
の
美
し
い
滝
は
滅
び
な
い
で
、

い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
て
欲
し
い

と
感
ず
る
。

1995.5.24 撮影

2004.6.25 撮影
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〔
36
〕
安
の
滝
（
秋
田
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
〇
ｍ

　

山
奥
深
い　

ま
た
ぎ
の
里
、
悲

恋
ヤ
ス
の
伝
説
が
の
こ
っ
て
い
る
。

　

黒
い
岩
肌
を
筋
状
模
様
に
流
れ

落
ち
て
い
く
姿
は
美
し
く
、
滝
壺

よ
り
見
上
げ
る
景
観
は
み
ご
と
で

あ
る
。

一
九
九
五
年 

八
月
一
七
日

　

行　

程 

一
、五
〇
六
㎞

　

総　

計 

一
六
、七
九
三
㎞

　

帰
り
の
沢
に
は
岩
魚
が
二
匹
、

渓
流
の
中
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
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〔
37
〕
不
動
の
滝
（
岩
手
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
五
ｍ

　

朱
色
の
渡
橋
か
ら
見
る
姿
は
優

雅
な
雰
囲
気
を
感
じ
、
深
緑
よ
り

涌
き
出
で
る
姿
は
堂
々
た
る
滝
だ
。

一
九
九
五
年 

八
月
一
八
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

一
六
、七
九
四
㎞
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〔
38
〕
七
滝
（
秋
田
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
〇
ｍ

　

黒
々
と
し
た
岩
肌
を
七
段
に
渡

っ
て
流
れ
落
ち
る
勇
壮
な
滝
で
あ

る
。

一
九
九
五
年 

八
月
一
八
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

一
六
、七
九
六
㎞
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〔
39
〕
茶
釜
の
滝
（
秋
田
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
ｍ

　

夜
明
島
渓
谷
の
沢
を
登
り
、
山

奥
深
い
樹
林
の
中
に
あ
る
落
差
百

ｍ
の
滝
。

　

急
峻
な
断
崖
を
流
れ
落
ち
る
姿

は
圧
巻
で
あ
る
。

　

観
瀑
ス
ペ
ー
ス
は
幅
一
ｍ
程
の

狭
い
尾
根
状
で
左
右
は
崖
、
し
か

も
坂
地
の
た
め
不
安
定
。

　

近
く
の
木
に
ス
リ
ン
グ
で
自
分

一
九
九
五
年 

八
月
一
九
日

　

行　

程 

一
一
㎞

　

総　

計 

一
六
、八
〇
七
㎞

を
確
保
、
三
脚
に
付
け
た
カ
メ
ラ

も
ス
リ
ン
グ
で
確
保
し
た
。

　

滝
か
ら
観
瀑
場
所
が
近

く
、
三
五
ミ
リ
の
レ
ン
ズ
で
は
全

景
を
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

広
角
レ
ン
ズ
を
車
に
置
い
て
き

た
事
を
後
悔
し
た
。
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1995 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

35 5 24 アシリベツの滝 北海道 札幌市すずらん公園 1,600 20 10 2 1,632

36 8 17 安の滝 秋田県 阿仁町、打当川 1,502 4 1,506

37 8 18 不動の滝 岩手県 安代町、不動川 1 1

38 8 〃 七滝 秋田県 小坂町、小坂川 2 2

39 8 19 茶釜の滝 秋田県 鹿角市、夜明島渓谷 11 11

1995年度計 1,600 20 0 1,512 20 3,152

累　計 16,807



44

〔
40
〕
龍
双
ケ
滝
（
福
井
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
〇
ｍ

　

雛
段
状
を
思
わ
せ
る
岩
肌
の
流

れ
く
る
清
水
は
趣
が
あ
り
美
し
い
。

　

見
て
い
る
と
清
水
を
手
で
触
り

な
が
ら
雛
壇
上
を
上
っ
て
行
け
そ

う
に
思
い
楽
し
さ
を
感
じ
る
滝
で

あ
る
。

一
九
九
六
年 

三
月
二
一
日

　

行　

程 

一
、三
三
六
㎞

　

総　

計 

一
八
、一
四
三
㎞



45

〔
41
〕
阿
弥
陀
ケ
滝
（
岐
阜
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
〇
ｍ

　

白
山
信
仰
の
霊
場
と
し
て
修
験

者
・
滝
参
り
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
、

落
差
六
〇
ｍ
の
美
瀑
で
あ
る
。

　

折
れ
滝
：
た
ま
た
ま
風
に
よ
っ

て
押
し
流
さ
れ
見
え
る
滝
の
情
景

だ
が
、
一
人
旅
を
し
て
い
て
こ
う

い
う
の
を
観
ら
れ
る
事
は
う
れ
し

い
も
の
だ
。

一
九
九
六
年 

三
月
二
一
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

一
八
、一
四
四
㎞
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〔
42
〕
根
尾
の
滝
（
岐
阜
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
二
ｍ

　

残
雪
、
岩
肌
を
調
和
さ
せ
る
一

条
の
滝
は
豪
快
さ
と
優
雅
さ
を
感

ず
る
。

　

朝
五
時
起
床
、
今
回
は
案
内
板

の
あ
る
所
で
テ
ン
ト
泊
を
行
う
。

朝
の
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
二
度
で
あ

っ
た
。
滝
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

六
本
爪
の
ア
イ
ゼ
ン
が
有
効
に
活

用
で
き
た
。

一
九
九
六
年 

三
月
二
三
日

　

行　

程 

一
六
㎞

　

総　

計 

一
八
、一
六
〇
㎞



47

〔
43
〕
八
草
の
滝
（
和
歌
山
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
二
ｍ

一
九
九
六
年 

四
月
二
七
日

　

行　

程 

一
、九
九
九
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
五
九
㎞

　

対
岸
に
渡
れ
ず
、
滝
つ

ぼ
に
は
行
け
な
か
っ
た
。

　

流
水
の
少
な
さ
、
対
照

的
な
新
緑
と
赤
い
岩
肌
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。
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〔
44
〕
桑
ノ
木
の
滝
（
和
歌
山
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
一
ｍ

一
九
九
六
年 

四
月
二
七
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
六
二
㎞

　

舗
装
さ
れ
た
道
路
か
ら
細
い
橋

を
渡
り
六
八
〇
M
の
奥
ま
っ
た
所
、

午
後
2
時
半
ご
ろ
滝
に
到
着
し
た
、

ち
ょ
う
ど
滝
壷
に
虹
が
か
か
り
、

新
緑
の
明
る
さ
、
岸
壁
の
暗
さ
、

滝
の
流
れ
の
眩
し
さ
が
幻
想
的
で

あ
っ
た
。



49

〔
45
〕
那
智
の
滝
（
和
歌
山
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
三
ｍ

一
九
九
六
年 

四
月
二
八
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
六
五
㎞

　

さ
す
が
、
日
本
3
大
名
瀑
の
一

つ
、
滝
の
下
、
飛
滝
神
社
か
ら
見

上
げ
る
様
は
ま
さ
に
天
を
仰
ぐ
と

い
う
感
じ
だ
。

　

滝
に
一
番
近
い
滝
見
台
で
は
飛

沫
浴
が
出
き
る
。
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〔
46
〕
布
引
の
滝
（
三
重
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
三
ｍ

一
九
九
六
年 

四
月
二
八
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
六
六
㎞

　

わ
ず
か
に
傾
い
た
1
枚
岩
を
ま

さ
に
布
が
滑
る
よ
う
に
流
れ
る
様

は
滝
の
名
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

遠
景
は
ハ
ガ
キ
の
絵
に
な
る
よ

う
な
好
景
で
あ
っ
た
。
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〔
47
〕
笹
の
滝
（
奈
良
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

四
月
二
九
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
六
八
㎞

　

白
い
岩
肌
と
新
緑
と
水
の
流
れ

は
調
和
が
取
れ
て
き
れ
い
な
景
観

で
あ
っ
た
。



52

〔
48
〕
不
動
七
重
滝
（
奈
良
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

四
月
二
九
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
七
〇
㎞

　

滝
は
自
動
車
道
よ
り
望
む
。

　

連
続
し
た
4
段
の
滝
は
水
量
も

み
ご
と
で
あ
り
、
滝
つ
ぼ
の
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
水
の
色
も
み

ご
と
で
あ
っ
た
。



53

〔
49
〕
双
門
の
滝
（
奈
良
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
〇
ｍ

　

二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
を
携

帯
し
、
滝
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
開
始

す
る
。
弥
山
川
・
白
川
八
丁
へ
降

り
た
が
川
に
は
水
が
流
れ
て
い
な

か
っ
た
。
河
原
の
下
を
流
れ
て
い

一
九
九
六
年 

四
月
三
〇
日

　

行　

程 

八
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
七
八
㎞

る
よ
う
だ
。
上
り
道
に
入
る
、
橋

は
流
さ
れ
て
対
岸
へ
は
徒
渉
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
り
、
鉄
製
の
橋
は

崖
崩
れ
に
あ
い
、
押
し
流
さ
れ
て

大
木
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

垂
直
に
近
い
鉄
ば
し
ご
を
登
り
、

岩
場
を
登
り
、
写
真
帳
の
滝
を
目

に
浮
か
べ
な
が
ら
前
進
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
も
き
つ
い

山
道
だ
。



54

〔
50
〕
中
の
滝
（
奈
良
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

五
月
二
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
八
一
㎞

　

滝
へ
は
急
峻
な
山
道
の
た
め
最
短
の
展
望
台

で
あ
る
、「
大
蛇
嵓
」か
ら
の
遠
望
と
な
っ
た
。

　

滝
壷
へ
行
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
行
く
こ

と
が
困
難
で
行
っ
て
い
な
い
箇
所
が
何
ヶ
所
か

あ
る
。
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。



55

〔
51
〕
七
つ
釜
滝
（
三
重
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

五
月
三
日

　

行　

程 

一
三
㎞

　

総　

計 

二
〇
、
一
九
四
㎞

　

観
瀑
小
屋
か
ら
は
3
釜
し
か
見

ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
雄
大
な
段
瀑

で
あ
る
。



56

〔
52
〕
寂
地
峡
五
竜
の
滝
（
山
口
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

一
〇
月
二
二
日

　

行　

程 

一
、七
四
五
㎞

　

総　

計 

二
一
、九
三
九
㎞

　

瀧
の
上
流
か
ら
竜
頭
の
滝
・
竜

門
の
滝
・
白
竜
の
滝
・
登
竜
の
滝
・

竜
尾
の
滝
と
流
れ
落
ち
る
が
一
堂

に
会
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

竜
頭
の
滝
と
竜
門
の
滝
は
み
ご

と
な
流
線
美
を
見
せ
て
い
た
。
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〔
53
〕
鈴
ケ
滝
（
新
潟
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
五
ｍ

一
九
九
六
年 

一
一
月
二
日

　

行　

程 

二
、三
一
一
㎞

　

総　

計 

二
四
、二
五
〇
㎞

　

紅
葉
の
名
残
の
中
、
雨
上
が
り

の
滝
は
推
量
が
多
く
写
真
で
見
る

よ
り
も
豪
快
に
感
じ
た
。
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〔
54
〕
七
ツ
滝
（
山
形
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

一
一
月
三
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
四
、二
五
三
㎞

　

滝
の
あ
る
山
の
反
対
の
山
よ
り

観
瀑
を
す
る
。

　

雄
大
な
山
を
バ
ッ
ク
に
流
れ
落

ち
る
姿
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。
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〔
55
〕
白
糸
の
滝
（
山
形
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
三
ｍ

一
九
九
六
年 

一
一
月
三
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

二
四
、二
五
四
㎞

　

普
通
、
滝
に
は
滝
壺
が
あ
り
、

流
れ
て
川
へ
辿
り
着
く
。
こ
の
滝

は
滝
壺
が
な
く
、
落
ち
た
水
は
地

下
を
く
ぐ
っ
て
川
の
中
央
に
流
れ

て
行
く
と
言
う
。

　

最
上
川
の
船
下
り
か
ら
見
る
滝

は
風
情
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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〔
56
〕
法
体
の
滝
（
秋
田
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
ｍ

一
九
九
六
年 

一
一
月
三
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
四
、二
五
七
㎞

　

河
床
の
神
秘
的
な
岩
肌
と
末
広

が
り
に
白
い
布
を
た
れ
下
げ
た
よ

う
に
流
れ
る
美
し
い
滝
だ
。

　

夜
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た

時
が
あ
っ
た
と
い
う
。
幻
想
的
で

あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
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1996 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

40 3 21 龍双ケ滝 福井県 池田町､九頭竜川水系 1,332 4 1,336

41 3 〃 阿弥陀ケ滝 岐阜県 白鳥町、長良川 1 1

42 3 23 根尾の滝 岐阜県 小坂町、御岳水系 16 16

43 4 27 八草の滝 和歌山県 日置川町、日置川 1,997 2 1,999

44 4 〃 桑ノ木の滝 和歌山県 新宮市､熊野川水系 3 3

45 4 28 那智の滝 和歌山県 那智勝浦町、那智川 3 3

46 4 〃 布引の滝 三重県 紀和町､熊野川水系 1 1

47 4 29 笹の滝 奈良県 十津川村､熊野川水系 2 2

48 4 〃 不動七重滝 奈良県 下北山村､熊野川水系 2 2

49 4 30 双門の滝 奈良県 天川村、弥山川 8 8

50 5 2 中の滝 奈良県 上北山村､東ノ川 3 3

51 5 3 七つ釜滝 三重県 宮川村、宮川水系 13 13

52 10 22 寂地峡五竜の滝 山口県 錦町、寂地山系 1,600 140 5 1,745

53 11 2 鈴ケ滝 新潟県 朝日村、高根川 2,307 4 2,311

54 11 3 七ツ滝 山形県 朝日村、東大鳥川 3 3

55 11 〃 白糸の滝 山形県 戸沢村、最上川 1 1

56 11 〃 法体の滝 秋田県 鳥海町、鳥海山水系 3 3

1996年度計 0 1,600 0 5,776 74 7,450

累　計 24,257



62

〔
57
〕
原
不
動
滝
（
兵
庫
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
八
ｍ

一
九
九
八
年 

四
月
四
日

　

行　

程 

二
、
〇
二
五
㎞

　

総　

計 

二
六
、二
八
二
㎞

　

奥
播
磨
に
光
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
波

賀
町
の
優
雅
な
名
瀑
で
あ
る
。
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〔
58
〕
天
滝
（
兵
庫
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
八
ｍ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ド
ラ
マ「
ふ
た
り

っ
子
」の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
登

場
し
た
滝
で
あ
る
。
流
れ
落
ち

る
中
間
地
点
で
は
、
滝
の
近
く
ま

で
行
け
る
。
天
に
届
く
ほ
ど
の
ス

一
九
九
八
年 

四
月
四
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
六
、二
八
五
㎞

ケ
ー
ル
の
大
き
い
滝
で
あ
る
。

　

そ
の
場
で
上
と
下
を
見
渡
す
と
、

い
つ
も
な
が
ら
、「
自
然
は
大
き
く
、

人
間
は
小
さ
い
も
の
だ
な
」と
感

じ
た
。



64

〔
59
〕
猿
尾
滝
（
兵
庫
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
〇
ｍ

一
九
九
八
年 

四
月
四
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

二
六
、二
八
七
㎞

　

滝
の
右
岸
に
不
動
尊
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
樹
林
の
茂
る
木
々
の
間

か
ら
一
気
に
流
れ
落
ち
る
み
ご
と

な
滝
で
あ
る
。



65

〔
60
〕
雨
滝
（
鳥
取
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
〇
ｍ

一
九
九
八
年 

四
月
五
日

　

行　

程 

四
㎞

　

総　

計 

二
六
、二
九
一
㎞

　

落
口
か
ら
一
気
に
落
下
す
る
様

は
豪
快
で
あ
る
。

　

滝
流
は
滝
壺
で
跳
ね
返
さ
れ
ず
、

水
煙
は
滝
壺
を
這
う
よ
う
に
消
え

て
い
く
、
不
思
議
な
滝
で
も
あ
っ

た
。
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〔
61
〕
神
庭
の
滝
（
岡
山
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
〇
ｍ

一
九
九
八
年 

四
月
五
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

二
六
、二
九
四
㎞

　

深
い
森
の
中
、
落
差
一
一
〇
Ｍ

の
中
国
地
方
随
一
の
大
き
な
滝
。

　

親
指
を
突
き
出
し
て
い
る
よ
う

な
、
堅
固
な
岩
石
を
分
け
入
る
よ

う
に
流
れ
る
様
は
印
象
的
な
滝
で

あ
る
。
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〔
62
〕
金
引
の
滝
（
京
都
府
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
〇
ｍ

一
九
九
八
年 

四
月
三
〇
日

　

行　

程 

一
、六
五
四
㎞

　

総　

計 

二
七
、九
四
八
㎞

　

宮
津
市
宮
津
湾
・
天
橋
立
の
近

く
。

　

滝
は
末
広
が
り
に
流
れ
味
わ
い

を
感
じ
さ
せ
る
滝
で
あ
る
。
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〔
63
〕
八
ツ
淵
の
滝
（
滋
賀
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
〇
ｍ

一
九
九
八
年 
五
月
一
日

　

行　

程 

六
㎞

　

総　

計 

二
七
、九
五
四
㎞

　

琵
琶
湖
の
近
く
高
島
町
鴨
川
に

か
か
る
八
つ
の
淵
は
、
貴
船
淵
に

は
趣
を
感
じ
、
大
・
小
摺
鉢
に
は

安
ら
ぎ
を
感
じ
る
滝
で
あ
る
。
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〔
64
〕
姥
ケ
滝
（
石
川
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
ｍ

一
九
九
八
年 

五
月
二
日

　

行　

程 

八
㎞

　

総　

計 

二
七
、九
六
二
㎞

　

山
の
中
腹
よ
り
岩
肌
に
沿
っ
て

白
い
絹
糸
の
よ
う
に
流
れ
る
様
は
、

姥
の
髪
様
を
思
わ
せ
る
、
秀
麗
な

滝
で
あ
る
。
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1998 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

57 4 4 原不動滝 兵庫県 波賀町、揖保川水系 1,400 622 3 2,025

58 4 〃 天滝 兵庫県 大屋町、大屋川 3 3

59 4 〃 猿尾滝 兵庫県 村岡町、矢田川水系 2 2

60 4 5 雨滝 鳥取県 国府町、千代川 4 4

61 4 〃 神庭の滝 岡山県 勝山町、神庭川 3 3

62 4 30 金引の滝 京都府 宮津市、金引山麓 1,652 2 1,654

63 5 1 八ツ淵の滝 滋賀県 高島町、鴨川 6 6

64 5 2 姥ケ滝 石川県 吉野谷村、尾添川 8 8

1998年度計 0 1,400 0 2,274 31 3,705

累　計 27,962
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〔
65
〕
く
ろ
く
ま
の
滝
（
青
森
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
五
ｍ

　

午
後
三
時
に
自
宅
を
ス
タ
ー
ト
、

滝
入
り
口
ま
で
、
車
両
走
行
距
離

は
七
七
三
㎞
、
そ
の
到
着
は
も
ち

ろ
ん
翌
日
で
お
昼
の
一
二
時
こ
ろ
、

休
憩
を
い
れ
て
二
一
時
間
は
さ
す

一
九
九
九
年 

八
月
八
日

　

行　

程 

一
、六
五
二
㎞

　

総　

計 

二
九
、六
一
四
㎞

が
に
乗
り
ご
た
え
は
あ
っ
た
。

　

滝
壷
か
ら
見
る
、
落
差
八
五
ｍ

の
見
上
げ
た
滝
は
雄
大
で
あ
っ
た
。

　

夕
方
は
暗
門
の
滝
付
近
に
あ
る

日
帰
り
温
泉「
ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン

ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」に
て
入

湯
、
駐
車
場
の
車
内
に
て
夕
食
を

取
っ
た
。
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〔
66
〕
松
見
の
滝
（
青
森
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
〇
ｍ

　

こ
の
滝
は
、
徒
歩
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
ど
こ
よ
り
も
長
い
で
あ

ろ
う
。
気
温
は
暑
く
、
飲
み
水
は

底
を
つ
き
脱
水
症
状
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
途
中
、
帰
途
で
あ
る
若

い
カ
ッ
プ
ル
に
出
会
っ
た
。
女
性

一
九
九
九
年 

八
月
九
日

　

行　

程 

一
六
㎞

　

総　

計 

二
九
、六
三
〇
㎞

は
滝
壷
を
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
で
泳
い

で
来
た
、
涼
し
か
っ
た
と
話
し
て

い
た
。

　

滝
は
三
段
か
ら
な
り
、
水
量
も

多
く
み
ご
と
で
あ
っ
た
。
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1999 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

65 8 8 くろくまの滝 青森県 鯵ヶ沢町、赤石渓流 1,650 2 1,652

66 8 9 松見の滝 青森県 十和田湖町、黄瀬川 16 16

1999年度計 0 0 0 1,650 18 1,668

累　計 29,630



74

〔
67
〕
マ
リ
ユ
ド
ゥ
ウ
の
滝
（
沖
縄
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
〇
ｍ

　

石
垣
島
か
ら
高
速
艇
で
西
表
島

ま
で
行
き
、
滝
ま
で
は
河
を
船
で

溯
っ
た
。
ま
さ
に
日
本
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
で
、
特
に
夜
間
の
行
動
は
無

事
が
保
障
さ
れ
な
い
と
い
う
雰
囲

気
が
あ
っ
た
。
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
に
は
も
ち
ろ
ん
お
目
に
か
か

れ
ず
残
念
、
看
板
の
紹
介
を
み
て

我
慢
。二

〇
〇
〇
年 

八
月
一
四
日

　

行　

程 

二
、一
一
二
㎞

　

総　

計 

三
一
、七
四
二
㎞
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〔
68
〕
龍
門
滝
（
鹿
児
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
六
ｍ

二
〇
〇
〇
年 

八
月
一
五
日

　

行　

程 

一
、二
三
七
㎞

　

総　

計 

三
二
、九
七
九
㎞

　

そ
の
昔
、
唐
人
が「
漢
土
の
龍

門
の
瀑
を
見
る
が
ご
と
し
」と
賞

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
滝
は
、

高
さ
四
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
岩
肌

を
見
せ
な
が
ら
滝
つ
ぼ
に
め
が
け

て
落
ち
る
し
ぶ
き
は
豪
快
で
あ
る
。
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〔
69
〕
関
之
尾
滝
（
宮
崎
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
八
ｍ

二
〇
〇
〇
年 

八
月
一
五
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

三
二
、九
八
一
㎞

　

滝
の
上
流
の
河
床

は
何
千
も
の
甌
穴
群

か
ら
成
り
、
そ
の
甌

穴
の
間
を
庄
内
川
の

水
は
遊
歩
道
か
ら
水

面
を
見
せ
ず
に
流
れ

る
。

　

落
ち
口
に
立
ち
、

上
流
の
甌
穴
を
ぬ
っ

て
流
れ
て
来
た
水
が

滝
壺
に
落
ち
て
行
く

様
は
、
渓
谷
の
永
い

歴
史
を
感
じ
、
神
秘

的
で
あ
る
。
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〔
70
〕
鹿
目
の
滝
（
熊
本
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
六
ｍ

二
〇
〇
〇
年 

八
月
一
六
日

　

行　

程 

三
〇
二
㎞

　

総　

計 

三
三
、二
八
三
㎞

　

球
磨
川
の
支
流
、
鹿
目
川
に
あ
る
こ
の
滝
は
落
差

三
六
メ
ー
ト
ル
で
、
屏
風
の
ひ
だ
を
極
細
か
く
し
た
様

な
柱
状
節
理
の
岩
壁
を
豪
快
に
流
れ
る
。

　

流
水
の
多
い
時
、
滝
幅
は
み
ご
と
な
姿
を
見
せ
る
と

言
う
。
こ
の
時
は
右
岸
か
ら
だ
け
の
流
身
で
あ
っ
た
が
、

滝
壺
で
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
浴
は
心
が
癒
さ
れ
た
。
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〔
71
〕
大
川
の
滝
（
鹿
児
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
八
ｍ

二
〇
〇
〇
年 

八
月
一
六
日

　

行　

程 
一
、三
八
三
㎞

　

総　

計 
三
四
、六
六
六
㎞

　

石
碑
に
書
か
れ
た
、
緑
の
文
明

学
会
・
グ
リ
ー
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・

緑
の
地
球
防
衛
基
金
は
日
本
の
滝

百
選
の
主
催
団
体
で
あ
り
、
平
成

２
年
日
本
の
滝
百
選
記
念
誌「
日

本
の
名
瀑
」の
写
真
集
を
発
行
さ

れ
た
。

　

地
元
で
は　

お
お
こ
の
た
き　

と
呼
ん
で
い
る
。

　

同
島
、
屋
久
島
に
あ
る
千
尋
の

滝
と
同
様
に
水
量
の
多
い
豪
快
で

見
事
な
滝
で
あ
る
。

　

滝
壺
の
岩
に
座
り
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
を
浴
び
な
が
ら
の
ジ
ュ
ー
ス

の
味
は
ま
た
格
別
で
あ
っ
た
。



79

2000 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

67 8 14 マリユドゥウの滝 沖縄県 西表島竹富町 2,000 90 16 6 2,112

68 8 15 龍門滝 鹿児島県 加治木町、網掛川 1,000 236 1 1,237

69 8 〃 関之尾滝 宮崎県 都城市、庄内川 2 2

70 8 16 鹿目の滝 熊本県 人吉市、球磨川支流 300 2 302

71 8 16 大川の滝 鹿児島県 屋久町、屋久島 1,300 80 3 1,383

2000年度計 4,600 0 90 332 14 5,036

累　計 34,666



80

〔
72
〕
常
清
滝
（
広
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
六
ｍ

二
〇
〇
一
年 

八
月
一
二
日

　

行　

程 

二
、一
四
〇
㎞

　

総　

計 

三
六
、八
〇
六
㎞

　

作
木
川
の
支
流
に
か
か
る
落
差

126
Ｍ
の
こ
の
滝
は
3
段
か
ら
な
る

段
瀑
で
あ
る
。
深
い
緑
の
樹
林
か

ら
覗
か
せ
る
褐
色
の
岩
壁
は
流
水

の
白
と
調
和
が
取
れ
、
岩
肌
を
縫

う
よ
う
に
、
線
を
引
く
よ
う
に
流

れ
る
様
は
み
ご
と
な
ま
で
の
造
形

芸
術
を
思
わ
せ
る
が
、
こ
こ
は
ま

さ
に
自
然
の
芸
術
で
あ
る
。
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〔
73
〕
龍
頭
八
重
滝
（
島
根
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
〇
ｍ

二
〇
〇
一
年 

八
月
一
二
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 
三
六
、八
〇
九
㎞

　

小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る

山
峡
の
清
流
。
春
の
新
緑
・
夏
の

清
流
・
秋
の
紅
葉
・
冬
の
雪
景
色

と
豊
か
な
自
然
が
優
し
く
包
み
込

ん
で
く
れ
る　

八
汐
滝
・
八
塩
滝
・

姫
滝
・
姥
滝
・
河
鹿
滝
・
紅
葉
滝
・

滝
尻
滝
・
猿
飛
滝
の
千
姿
万
態
の

滝
が
集
ま
り
一
大
渓
谷
美
を
な
す

（
掛
合
町　

八
重
滝
案
内
図
よ
り
）

龍
頭
ヶ
滝
は
裏
見
の
滝
で
も
あ
る
。
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〔
74
〕
大
山
滝
（
鳥
取
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
七
ｍ

二
〇
〇
一
年 

八
月
一
三
日

　

行　

程 

一
〇
㎞

　

総　

計 

三
六
、八
一
九
㎞

　

東
伯
町　

加
勢
蛇
川
の
上
流
に

あ
り
、
２
段
の
滝
で
あ
る
。
地
獄

谷
の
深
い
谷
を
彫
り
、
人
を
滝
壺

に
寄
せ
つ
け
な
い
。
や
む
な
く
対

岸
の
中
段
か
ら
の
展
望
と
な
っ
た
。
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〔
75
〕
壇
鏡
の
滝
（
島
根
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
〇
ｍ

二
〇
〇
一
年 

八
月
一
四
日

　

行　

程 

一
九
〇
㎞

　

総　

計 
三
七
、
〇
〇
九
㎞

　

隠
岐
島　

都
万
村
の
壇
鏡
神
社

の
近
く
に
あ
る
、
二
筋
か
ら
な
る

滝
で
あ
る
。

　

今
回
は
水
量
が
少
な
く
五
〇
Ｍ

の
絶
壁
の
岩
肌
が
印
象
深
か
っ
た
。

滝
の
水
は
全
国
名
水
百
選
の
水
で

も
あ
る
。
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2001 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

72 8 12 常清滝 広島県 作木村、作木川 2,135 5 2,140

73 8 〃 龍頭八重滝 島根県 掛合町､鳥屋ｹ丸山系 3 3

74 8 13 大山滝 鳥取県 東伯町、加勢蛇川 10 10

75 8 14 壇鏡の滝 島根県 都万村、那久川 160 30 190

2001年度計 0 0 160 2,135 48 2,343

累　計 37,009
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〔
76
〕
雨
乞
の
滝
（
徳
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
五
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
一
日

　

行　

程 

二
、五
四
七
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
五
六
㎞

こ
の
滝
で
は
昔
か
ら
日
照
り
が
続

い
た
と
き
に
は
村
人
が
鉦
や
太
鼓

を
た
た
い
て
、
踊
り
を
奉
納
し
て

雨
乞
い
を
し
た
と
い
う
。

　

右
側
の
雌
滝
も
み
ご
と
で
あ
る

が
、
左
側
の
雄
滝
の
滝
壺
に
落
ち

る
流
水
の
飛
沫
は
岩
と
調
和
が
取

れ
て
美
し
か
っ
た
。
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〔
77
〕
大
釜
の
滝
（
徳
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
〇
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
一
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
五
七
㎞

　

国
道
一
九
三
号
線
に
隣
接
す
る

こ
の
滝
は
落
差
二
〇
Ｍ　

淵
の
深

さ
は
約
十
五
Ｍ
あ
り
、
滝
壺
の
底

に
は
大
蛇
が
住
む
と
い
う
伝
説
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　

階
段
を
降
り
、
広
大
な
渓
谷
に

包
ま
れ
な
が
ら
河
原
に
座
り
、
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
滝
壺
を
な

が
め
て
い
る
と
大
自
然
の
胎
内
に

包
ま
れ
て
い
る
様
で
不
思
議
に
も

ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
落
ち
着
い
た

趣
を
感
じ
さ
せ
る
滝
で
あ
る
。
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〔
78
〕
轟
九
十
九
滝
（
徳
島
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
八
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
一
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
五
九
㎞

　

海
部
川
の
源
流
、
王
餘
魚
谷
川

に
位
置
し
、
滝
へ
は
轟
本
瀧
神
社

の
赤
い
鳥
居
を
く
ぐ
る
。

　

滝
壺
に
入
る
と
両
サ
イ
ド
に
は

岩
壁
が
せ
ま
り
、
そ
の
奥
に
大
き

な
岩
を
分
け
て
流
れ
る
落
差
五
八

Ｍ
の
滝
が
見
え
て
く
る
。
滝
飛
沫

の
量
は
濃
霧
状
態
を
思
わ
せ
る
。

　

こ
の
滝
壺
に
神
輿
が
入
る
と
い

う
、
そ
の
神
事
は
一
度
見
て
み
た

い
。
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〔
79
〕
轟
の
滝
（
高
知
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
二
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
二
日

　

行　

程 

四
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
六
三
㎞

　

物
部
川
水
系
の
日
比
原
川
の

渓
谷
に
姿
を
現
す
こ
の
滝
は
落
差

七
八
Ｍ
で
三
段
に
流
れ
る
。

　

こ
の
滝
の
凄
さ
は
下
段
の
滝
流

が
正
面
の
岩
に
打
ち
砕
か
れ
、
天

空
に
舞
い
上
が
る
水
滴
群
は
、
あ

の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
の
水
煙
を
思

い
起
こ
さ
せ
た
。
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〔
80
〕
龍
王
の
滝
（
高
知
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
六
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
二
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
六
六
㎞

　

吉
野
川
水
系
に
あ
り
、
県
立
自

然
公
園
・
梶
ヶ
森
の
七
合
目
に
位

置
す
る
、
落
差
二
〇
Ｍ
で
は
あ
る

が
、
岩
壁
の
岩
の
色
と
苔
む
し
た

岩
、
樹
々
の
緑
と
変
則
的
な
倒
木

の
対
比
が
神
秘
的
で
も
あ
り
、
水

量
豊
か
で
豪
快
に
流
れ
落
ち
る
姿

は
み
ご
と
な
滝
で
あ
っ
た
。
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〔
81
〕
雪
輪
の
滝
（
愛
媛
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
〇
ｍ

　

一
枚
岩
を
水
が
輪
を
作
る
よ
う

に
流
れ
る
こ
の
滝
は
、
地
元
の
人

は
こ
こ
を
滝
滑
り
す
る
と
い
う
。

　

当
日
も
女
性
群
は
滝
壺
の
近
く

で
滝
滑
り
を
し
て
い
た
、　

私
は

滝
の
上
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
。

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
三
日

　

行　

程 

四
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
七
〇
㎞

　

途
中
の
小
さ
な
岩
の
出
っ
張
り

で
ジ
ャ
ン
プ
を
し
、
ジ
ャ
ー
ジ
の

お
尻
に
穴
を
開
け
、
ス
ピ
ー
ド
が

出
過
ぎ
て
滝
壺
を
通
り
過
ぎ
、
あ

わ
や
対
岸
に
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
。

　

駐
車
場
で
車
の
ド
ア
を
開
け
て

着
替
え
を
し
て
い
た
ら
、
こ
の
付

近
に
生
息
し
て
い
る
猿
の
軍
団
が
、

車
の
中
に
侵
入
し
、
目
の
前
で
食

料
を
持
っ
て
行
か
れ
た
。

　

猿
く
ん
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
用
の

ピ
ー
マ
ン
、
袋
に
入
っ
て
い
た
あ

め
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
か
！
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〔
82
〕
大
樽
の
滝
（
高
知
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
二
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
三
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 
三
九
、五
七
三
㎞

　

土
佐
湾
へ
と
辿
る
、
仁
淀
川
水
系
に
か
か
る

こ
の
滝
は
落
差
三
二
Ｍ
で
あ
る
。

　

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
落
ち
る
姿
は
、
滝
を
包
む

樹
林
の
緑
と
調
和
が
と
れ
、
心
が
落
ち
着
き
、

和
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
滝
で
あ
る
。
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〔
83
〕
御
来
光
の
滝
（
愛
媛
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
二
ｍ

二
〇
〇
二
年 

八
月
一
五
日

　

行　

程 

五
㎞

　

総　

計 

三
九
、五
七
八
㎞

　

こ
の
滝
を
目
指
し
た
日
は
大
雨

に
会
い
登
山
口
に
あ
る
面
河
茶
屋

の
前
の
車
の
中
で
丸
一
日
足
止
め

を
く
っ
た
。

　

そ
の
翌
日
、
天
候
が
回
復
へ
の

兆
し
が
で
て
き
た
。
大
雨
で
入
山

禁
止
の
案
内
が
あ
る
も
、
車
で
の

走
行
距
離
で
片
道
一
〇
〇
〇
㎞
を

ま
た
出
直
し
も
ま
ま
な
ら
な
い
と

思
い
、
目
的
地
へ
出
発
し
た
。

　

大
雨
の
後
の
た
め
、
沢
登
り
の

ル
ー
ト
は
止
め
、
登
山
道
を
選
ん

だ
。
滝
の
轟
音
が
聞
こ
え
目
的
地

近
く
へ
来
た
が
、
沢
へ
の
降
り
口

が
見
つ
か
ら
ず
、
急
坂
の
大
雨
の

か
ぶ
っ
た
笹
薮
を
分
け
て
下
る
こ

と
は
危
険
で
あ
る
。
獣
道
す
ら
見

つ
け
る
事
も
で
き
ず
、
登
山
道
の

脇
に
あ
る
愛
大
小
屋
の
近
く
を
う

ろ
う
ろ
し
て
し
ま
っ
た
。
霧
の
合

間
に
遠
く
滝
を
見
る
こ
と
が
出
来

た
が
、
あ
わ
や
、
滝
音
を
聞
く
の

み
の
滝
見
行
と
な
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
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2002 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

76 8 11 雨乞の滝 徳島県 神山町、吉野川上流 2,545 2 2,547

77 8 〃 大釜の滝 徳島県 木沢村、那賀川水系 1 1

78 8 〃 轟九十九滝 徳島県 海南町、海部川源流 2 2

79 8 12 轟の滝 高知県 香北町、物部川水系 4 4

80 8 〃 龍王の滝 高知県 大豊町、吉野川水系 3 3

81 8 13 雪輪の滝 愛媛県 松野町、滑床渓谷 4 4

82 8 〃 大樽の滝 高知県 越智町、仁淀川水系 3 3

83 8 15 御来光の滝 愛媛県 面河村、面河渓 5 5

2002年度計 0 0 0 2,545 24 2,569

累　計 39,578
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〔
84
〕
観
音
の
滝
（
佐
賀
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
五
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
六
日

　

行　

程 

三
、
〇
四
六
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
二
四
㎞

　

七
山
耶
馬
渓
の
樹
林
の
間
か
ら

姿
を
現
し
、
豪
快
な
水
量
は
滝
壺

へ
と
踊
り
落
ち
る
。
躍
動
を
感
じ

る
滝
で
あ
る
。

　

生
目
観
音
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
の
淵
の
水
で
目
を
洗
う
と
眼

病
が
治
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

広
沢
局 

開
眼 

四
百
周
年
記
念

の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
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〔
85
〕
見
帰
り
の
滝
（
佐
賀
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
〇
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
六
日

　

行　

程 

五
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
二
九
㎞

　

ど
こ
か
ら
こ
の
流
れ
が
始
ま
っ

て
い
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
遙
か

彼
方
か
ら
流
れ
て
く
る
落
差
一
〇

〇
Ｍ
の
分
岐
瀑
で
あ
る
。

　

当
日
は
水
量
が
多
く
、
左
岸
の

本
流
と
右
岸
の
流
れ
が
調
和
を
取

り
滝
壺
へ
と
辿
っ
て
い
た
。

　

滝
壺
に
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ア

ジ
サ
イ
の
木
が
あ
っ
た
。

　

ア
ジ
サ
イ
の
花
が
咲
く
頃
に
是

非
来
て
み
た
い
。
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〔
86
〕
四
十
三
万
滝
（
熊
本
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
五
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
七
日

　

行　

程 

四
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
三
三
㎞

　

朝
も
や
の
陽
ざ
し
を
受
け
た

渓
流
を
背
景
と
し
た
滝
は
風
情

が
あ
る
。

　

優
雅
で
、
ゆ
っ
た
り
で
滝
の

流
れ
を
見
て
い
る
と
心
が
落
ち

着
き
、
一
日
の
躍
動
感
が
み
な

ぎ
る
感
じ
だ
。
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〔
87
〕
数
鹿
流
ケ
滝
（
熊
本
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

六
〇
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
七
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 
四
二
、六
三
四
㎞

　

阿
蘇
連
山
の
ふ
も
と
、
阿
蘇
郡

長
陽
村
に
あ
る
こ
の
滝
は
数
頭
の

鹿
が
流
れ
落
ち
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
付
い
た
と
い
う
。

　

落
差
六
〇
Ｍ
の
滝
は
水
量
が
多

く
、
滝
壺
の
岩
壁
と
樹
々
の
緑
と

調
和
が
取
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
構
え

る
滝
壺
へ
豪
快
に
落
ち
て
行
っ
た
。

　

展
望
所
に
は
徳
富
蘆
花
文
学
遺

跡
の
記
念
標
識
が
あ
っ
た
。
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〔
88
〕
栴
檀
轟
の
滝
（
熊
本
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
〇
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
七
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
三
六
㎞

　

球
磨
川
の
支
流
、
川
辺
川
の
秘
境

に
あ
る
落
差
七
〇
Ｍ
の
滝
で
あ
る
。

　

地
元
で
は
滝
の
こ
と
を
轟（
と

ど
ろ
）と
呼
ん
で
い
る
。
滝
名
も

地
元
で
は　

栴
檀
轟
で
止
ま
る
よ

う
で
栴
檀
轟
の
滝
は
栴
檀
の
滝
の

滝
と
な
る
よ
う
だ
。
対
岸
の
観
瀑

台
か
ら
の
眺
め
と
な
っ
た
が
、
大

樹
林
の
中
で
優
雅
さ
を
漂
わ
せ
て

い
た
。
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〔
89
〕
真
名
井
の
滝
（
宮
崎
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
七
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
八
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
三
七
㎞

　

宮
崎
県
北
西
部　

高
千
穂
峡
・
五
ヶ

瀬
川
に
流
れ
落
ち
る
落
差
十
七
Ｍ
の
神

秘
的
な
滝
は
、
ボ
ー
ト
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
見
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

両
岸
の
そ
そ
り
立
つ
岩
壁
の
間
に

ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
、
水
面
に
や
さ
し
く

流
れ
落
ち
る
姿
は
高
千
穂
峡
な
ら
で
し

か
味
わ
え
な
い
風
情
で
あ
る
。

　

滝
の
水
は
地
中
を
潜
流
し
た
地
下
水

が
湧
水
と
な
っ
て
池
を
つ
く
り
、
そ
の

池
の
一
ヶ
所
が
滝
の
落
口
と
な
る
。
貯

水
量
に
よ
っ
て
堰
を
解
放
す
る
と
き
が

あ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

出
会
え
た
。
そ
の
大
量
の
流
水
に
目
を

奪
わ
れ
、
水
面
を
た
た
く
音
は
静
粛
さ

を
一
変
し
た
。
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〔
90
〕
矢
研
の
滝
（
宮
崎
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
三
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
八
日

　

行　

程 

四
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
四
一
㎞

　

大
和
朝
廷
を
開
い
た
と
さ
れ
る

神
武
天
皇
が
こ
の
滝
で
矢
を
研
い

だ
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
こ
の
名

が
付
い
た
と
い
う
。
尾
鈴
山
系
・

尾
鈴
県
立
自
然
公
園
内
を
流
れ
る

名
貫
川
に
位
置
し
、
落
差
七
三
Ｍ

の
滝
で
あ
る
。

　

流
れ
る
白
い
姿 

・ 

樹
々
の
緑 

・ 

岩
壁
の
褐
色
と
滝
壺
か
ら
流
れ
込

む
池
を
取
り
込
み
、
画
面
配
置
を

四
等
分
に
分
け
て
見
る
滝
は
、
見

事
な
ま
で
の
美
景
で
あ
る
。
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〔
91
〕
行
縢
の
滝
（
宮
崎
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
七
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
九
日

　

行　

程 

四
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
四
五
㎞

　

行
縢
山
の
麓
、
大
瀬
川
の
支
流

に
あ
る
七
七
Ｍ
の
滝
で
あ
る
。
袴

の
前
面
に
腰
か
ら
脚
に
か
け
て
覆

う
行
縢
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。

　

原
生
林
の
樹
々
に
包
ま
れ
た
大

岩
壁
か
ら
流
れ
る
姿
は
雄
大
で
あ

る
。
こ
の
滝
の
上
か
ら
落
ち
た
人

が
い
た
と
言
う
。
岩
壁
の
途
中
に

あ
る
岩
棚
に
止
ま
り
助
か
っ
た
話

は
九
死
に
一
生
も
の
で
あ
る
。
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〔
92
〕
原
尻
の
滝
（
大
分
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
〇
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
九
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
四
六
㎞

　

祖
母
山
の
麓
、
緒
方
川
中
流
の
田
園

地
帯
の
中
に
位
置
し
、
落
差
二
〇
Ｍ
幅

一
二
〇
Ｍ
の
馬
蹄
形
を
し
た
滝
で
あ
る
。

九
州
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
称
さ
れ
る
。
当

日
は
水
量
が
少
な
か
っ
た
が
滝
幅
い
っ

ぱ
い
に
流
れ
落
ち
る
様
は
豪
快
で
あ
ろ

う
。
公
園
や
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
滝
を

正
面
か
ら
望
め
る
吊
り
橋
も
あ
り
情
緒

あ
る
景
観
が
楽
し
め
る
。
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〔
93
〕
震
動
の
滝
（
大
分
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
三
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
九
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 
四
二
、六
四
九
㎞

　

九
重
連
山
の
麓
、
白
水
川
の
支

流
・
鳴
子
川
渓
谷
に
か
か
る
八
三

Ｍ
の
落
差
の
滝
で
あ
る
。

　

垂
直
の
岩
壁
を
凄
ま
じ
く
流
れ

落
ち
る
音
は
地
を
振
動
さ
せ
る
程

の
轟
音
を
立
て
る
こ
と
か
ら
そ
の

名
が
付
い
た
と
い
う
。
滝
近
く
へ

の
遊
歩
道
は
通
行
止
め
と
な
っ
て

お
り
、
対
岸
の
観
瀑
台
か
ら
の
眺

め
と
な
っ
た
。
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〔
94
〕
西
椎
屋
の
滝
（
大
分
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
三
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
二
九
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 
四
二
、六
五
〇
㎞

　

玖
珠
町
の
椎
屋
耶
馬
渓
の
中
の

恵
良
川
に
位
置
し
日
出
生
ダ
ム
の

下
流
に
あ
る
落
差
八
三
Ｍ
の
滝
で

あ
る
。

　

近
く
の
東
椎
屋
の
滝
と
と
も
に

宇
佐
の
二
大
瀑
布
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
観
瀑
台
は
二
箇
所
あ
り
、
駐

車
場
か
ら
少
し
下
が
っ
た
上
部
か

ら
の
観
瀑
と
そ
こ
か
ら
急
坂
を
約

二
〇
分
下
り
、
滝
の
正
面
で
の
観

瀑
と
な
る
。

　

岩
壁
を
Ｖ
字
形
に
切
ら
れ
た
よ

う
な
落
口
か
ら
と
こ
ろ
狭
し
と
一
気

に
流
れ
落
ち
る
様
は
豪
快
で
あ
る
。

　

豪
快
に
水
し
ぶ
き
を
立
て
て
流

れ
る
中
で
、
右
岸
に
白
い
ロ
ー
プ

を
置
い
た
よ
う
に
筋
の
滝
が
出
来

る
光
景
が
印
象
に
残
っ
た
。
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〔
95
〕
東
椎
屋
の
滝
（
大
分
県
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
五
ｍ

二
〇
〇
三
年 

四
月
三
〇
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

四
二
、六
五
二
㎞

　

椎
屋
耶
馬
渓
内
の
津
房
川
上
流

に
か
か
る
こ
の
滝
の
あ
る
町
の
名

は
安
心
院
町（
あ
じ
む
ま
ち
）と
読

む
。

　

高
さ
八
五
Ｍ
か
ら
大
絶
壁
を
流

れ
落
ち
る
様
は
樹
々
の
緑
に
包
ま

れ
て
雄
大
な
滝
で
あ
る
。

　

滝
壺
は
広
く
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

を
沢
山
満
ち
て
い
て
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
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2003 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

84 4 26 観音の滝 佐賀県 七山村、七山耶馬渓 2,000 1,044 2 3,046

85 4 〃 見帰りの滝 佐賀県 相知町、巌木川支流 5 5

86 4 27 四十三万滝 熊本県 菊池町、菊池渓谷 4 4

87 4 〃 数鹿流ケ滝 熊本県 長陽村、阿蘇山黒川 1 1

88 4 〃 栴檀轟の滝 熊本県 泉村、球磨川支流 2 2

89 4 28 真名井の滝 宮崎県 高千穂町、高千穂峡 1 1

90 4 〃 矢研の滝 宮崎県 都農町、名貫川上流 4 4

91 4 29 行縢の滝 宮崎県 延岡市、大瀬川支流 4 4

92 4 〃 原尻の滝 大分県 緒方町、緒方川 1 1

93 4 〃 震動の滝 大分県 九重町、鳴子川渓谷 3 3

94 4 〃 西椎屋の滝 大分県 玖珠村、椎谷耶馬渓 1 1

95 4 30 東椎屋の滝 大分県 安心院町、津房川 2 2

2003年度計 0 2,000 0 1,044 30 3,074

累　計 42,652
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〔
96
〕
イ
ン
ク
ラ
の
滝
（
北
海
道
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五
〇
ｍ

二
〇
〇
四
年 

六
月
一
九
日

　

行　

程 

三
、八
三
六
㎞

　

総　

計 

四
六
、四
八
八
㎞

　

白
老
町
別
々
川
の
支
流
西
別
々

川
に
か
か
る
落
差
四
四
Ｍ
の
滝
で

あ
る
。

　

滝
名
の
由
来
は
当
初
、
別
々
川

の
名
前
か
ら
付
け
ら
れ
た
別
々
の

滝
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
原
生
林

を
切
り
出
す
時
に
、
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
こ
の
名
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

滝
入
口
の
駐
車
場
に
は
、
自
然

を
生
か
す
意
味
か
ら
遊
歩
道
は
作

っ
て
い
ま
せ
ん
と
の
案
内
板
が
あ

っ
た
。
こ
の
地
域
も
熊
が
出
そ
う

な
感
じ
が
し
た
の
で
、
い
つ
も
携

帯
し
て
い
る
熊
除
け
ベ
ル
と
笛
を

鳴
ら
し
て
の
前
進
と
な
っ
た
。
ア

プ
ロ
ー
チ
は
い
つ
も
心
細
い
感
じ

が
す
る
。

　

大
岩
壁
の
構
え
る
姿
は
大
自
然

の
迫
力
を
感
じ
荘
厳
さ
を
感
じ
た
。

反
面
、
流
れ
が
少
な
か
っ
た
せ
い

か
、
大
自
然
に
包
ま
れ
て
閑
静
で

心
の
落
ち
着
け
る
滝
に
も
感
じ
た
。
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〔
97
〕
飛
竜
賀
老
の
滝
（
北
海
道
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

七
〇
ｍ

二
〇
〇
四
年 

六
月
二
〇
日

　

行　

程 

三
㎞

　

総　

計 

四
六
、四
九
一
㎞

　

島
牧
村
・
千
走
川
の
上
流
に

か
か
る
高
さ
七
〇
Ｍ
の
滝
は
幅
が

三
五
Ｍ
も
あ
る
。
水
量
が
多
く
こ

の
幅
で
落
ち
る
滝
は
さ
す
が
に
圧

巻
で
あ
っ
た
。

　

滝
の
面
す
る
方
向
が
東
面
で
朝

の
虹
が
き
れ
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
朝
は
早
く
か
ら
待
機
し
て
い

た
が
雨
に
降
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

い
い
写
真
が
撮
れ
な
い
か
と
思
っ

た
が
霧
に
包
ま
れ
た
淡
い
滝
も
ま

た
美
滝
で
あ
る
。
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〔
98
〕
羽
衣
の
滝
（
北
海
道
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
七
〇
ｍ

二
〇
〇
四
年 

六
月
二
一
日

　

行　

程 

八
㎞

　

総　

計 

四
六
、四
九
九
㎞

　

旭
岳
を
源
と
す
る
東
川
町
忠
別

川
天
人
峡
温
泉
の
近
く
に
位
置
す

る
、
落
差
二
七
〇
Ｍ
を
七
段
に
わ

た
り
断
崖
の
岩
肌
を
つ
た
い
落
ち

る
。
岩
肌
の
細
か
い
滝
の
流
れ
は
、

天
女
の
羽
衣
を
連
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。

　

天
空
彼
方
か
ら
流
れ
る
水
は
右

に
左
に
と
羽
衣
を
な
び
か
せ
た
よ

う
で
あ
り
、
写
真
で
見
る

よ
り
は
る
か
に
大
自
然
の

雄
大
さ
を
見
せ
付
け
て
く

れ
た
。
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〔
99
〕
流
星
・
銀
河
の
滝
（
北
海
道
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
〇
ｍ

二
〇
〇
四
年 

六
月
二
一
日

　

行　

程 

二
㎞

　

総　

計 

四
六
、五
〇
一
㎞

　

上
川
町
石
狩
川
上
流
で
層
雲
峡

温
泉
を
抱
く
位
置
に
あ
る
。
石
狩

川
支
流
滝
ノ
沢
に
か
か
る
・
銀
河

の
滝
の
落
差
は
一
二
〇
Ｍ
、
赤
岳

沢
川
に
か
か
る
・
流
星
の
滝
は
九

〇
Ｍ
。

　

駐
車
場
か
ら
は
両
方
の
滝
を
同
時
に
会
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
対
山
の
急
な
坂
道
を
登
っ
て

い
け
ば
同
時
に
眺
め
る
こ
と
の
出
来
る
双
瀑
台
へ

行
く
こ
と
が
出
来
る
。

　

二
条
の
滝
を
眼
下
に
入
れ
独
り

占
め
に
出
来
る
そ
の
眺
め
は
最
高

で
あ
る
。

　

百
瀑
踏
破
も
後
一
つ
か
と
思
う

と
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
、
よ

う
こ
そ
こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
と

自
分
に
称
賛
し
、
迷
惑
を
か
け
た

家
族
に
感
謝
を
し
た
い
。
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〔
100
〕
オ
シ
ン
コ
シ
ン
の
滝
（
北
海
道
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
〇
ｍ

二
〇
〇
四
年 

六
月
二
二
日

　

行　

程 

一
㎞

　

総　

計 

四
六
、五
〇
二
㎞

　

知
床
半
島
斜
里
町
の
国
道

三
三
四
号
の
脇
に
有
り
、
国
道
の

反
対
側
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
あ
る
。

　

遠
音
別
岳
を
水
源
と
す
る
チ
ャ

ラ
ッ
セ
ナ
イ
川
に
か
か
り
、
落
口

か
ら
二
筋
に
分
か
れ
る
分
岐
瀑
で

あ
る
。
落
差
五
〇
Ｍ
で
斜
め
の
崖

を
大
水
量
が
滑
り
落
ち
る
豪
快
な

滝
で
あ
る
。

　

滝
撮
影
最
後
の
一
滝
を
迎
え
た
。

記
念
の
文
字
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ

ン
ト
し
、
百
瀑
目
の
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
た
。



112

2004 年度　行程表
観瀑日 100名瀑 工程㎞

月 日 滝　名 都道府県 市町・川名 飛行機 電車 船 車 徒歩 計

96 6 19 インクラの滝 北海道 白老町、別々川 1,502 2,331 3 3,836

97 6 20 飛竜賀老の滝 北海道 島牧町、千走川 3 3

98 6 21 羽衣の滝 北海道 東川町、忠別川 8 8

99 6 〃 流星・銀河の滝 北海道 上川町、層雲峡 2 2

100 6 22 オシンコシンの滝 北海道 斜里町,知床国立公園 1 1

2004年度計 0 0 1,502 2,331 17 3,850

飛行機 電車 船 車 徒歩 計

総　計 6,200 7,160 1,752 30,859 531 46,502

累　計 46,502



鹿
と
の
出
会
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
梨
県
北
杜
市　

北
精
神
ケ
滝
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
て

「
私
」 

鹿
く
ん　

お
は
よ
う

「
鹿
く
ん
」 

・
・
・

「
私
」 

鹿
く
ん
、
そ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
！

「
鹿
く
ん
」 

急
な
斜
面
に
来
て
し
ま
い
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
の
！

「
私
」 

チ
ョ
ッ
ト
、
写
真
１
枚
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
い
！

「
鹿
く
ん
」 

い
い
け
ど
、
早
く
撮
っ
て
よ

「
私
」 

い
い
写
真
撮
れ
た
よ

「
鹿
く
ん
」 

あ
り
が
と
う

「
私
」 

気
を
付
け
て
、
山
に
帰
る
ん
だ
よ
。

「
鹿
く
ん
」 

そ
ち
ら
も
気
を
付
け
て
行
っ
て
ね

鹿
く
ん
は
私
の
滝
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
送
っ
て
く
れ
た
。
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滝
見
行
に
使
用
す
る
用
具

①
ス
キ
ー
・
ス
ト
ッ
ク

②
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト

④
テ
ル
モ
ス

⑤
Ｗ
ス
ト
ッ
ク

⑥
ス
パ
ッ
ツ

⑦
ア
イ
ゼ
ン（
6・12・13
本
爪
）

⑧
ア
ッ
ク
ス（
ア
イ
ス
用
、
一

般
用
、
沢
用
）ア
イ
ス
ス

ク
リ
ュ
ー
と
Ｖ
字
ス
レ
ッ

ド
用
フ
ッ
ク

⑨
地
図

⑩
シ
ュ
ラ
フ

⑪
マ
ッ
ト

⑫
テ
ン
ト

⑬
レ
イ
ン
ウ
エ
ア
ー

⑭
ロ
ー
プ

⑮
ハ
ー
ネ
ス

⑯
ス
リ
ン
グ

⑰
カ
ラ
ビ
ナ
、
ピ
ト
ン

⑱
８
環

⑲
ア
ッ
セ
ン
シ
ョ
ン（
登
高
器
）

⑳
シ
ャ
ン
ト（
懸
垂
下
降
用

器
具
）

㉑
ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー

㉒
ザ
ッ
ク（
大
・
中
・
小
）

㉓
防
水
ス
タ
ッ
フ

㉔
地
下
タ
ビ

滝見行　に使用する用具

　

ス
キ
ー
の
腕
前
は
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
の
指
導
員
の
資
格
を
も

っ
て
い
る
が
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
や
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は

初
級
者
の
域
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
の

特
訓
を
受
け
て
山
に
入
る
以
外
は

ほ
と
ん
ど
単
独
行
で
あ
り
、
天
候

や
体
調
の
条
件
が
100
％
揃
い
、
こ

こ
は〝
行
け
る
〞と
い
う
実
力
が
100

％
以
上
発
揮
で
き
る
と
思
え
な
け

れ
ば
、
そ
の
場
所
で
は
そ
の
前
へ

は
行
か
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

㉕
わ
ら
じ

㉖
タ
ビ
用
フ
ェ
ル
ト

㉗
沢
用
ス
パ
ッ
ツ

㉘
ニ
ー
カ
バ
ー

㉙
コ
ン
ロ

㉚
ノ
コ
ギ
リ
、
ナ
タ

㉛
コ
ン
パ
ス
、
ナ
イ
フ

32
熊
除
け
用
ベ
ル
・
笛

33
懐
中
電
灯（
大
・
小
）

34
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
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滝見行　における生活空間

①
テ
ー
ブ
ル

②
コ
ン
ロ

③
調
味
料
ボ
ッ
ク
ス

④
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
キ
ッ
ド
ボ
ッ

ク
ス

⑤
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

⑥
シ
ュ
ラ
フ

⑦
枕

⑧
マ
ッ
ト

⑨
日
帰
り
温
泉
用
セ
ッ
ト（
石
鹸
・

シ
ャ
ン
プ
ー
等
）

　

滝
見
行
を
始
め
て
か
ら
、
こ
の

車
で
３
台
目
で
あ
る
。

　

九
州
地
区
の
レ
ン
タ
カ
ー
を
使

用
し
た
以
外
、
マ
イ
カ
ー
で
全
国

を
回
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
宿
を
と
ら

ず
、
車
と
テ
ン
ト
で
宿
泊
を
と
っ

た
。

左側　ダイニングキッチン 右側　応接室＆寝室
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行
程

観
瀑
年

月

日

滝　

名

都
道
府
県

落
差
ｍ

一

一
九
九
〇

七

八

丸
神
の
滝

埼

玉

県

七
六

二

八

一
一

袋
田
の
滝

茨

城

県

一
二
〇

三

八

一
四

華
厳
の
滝

栃

木

県

九
七

四

八

〃

霧
降
の
滝

栃

木

県

七
五

五

九

二

布
引
の
滝

兵

庫

県

四
三

六

九

九

払
沢
の
滝

東

京

都

六
〇

七

一
〇
二
〇

七
つ
釜
五
段
の
滝

山

梨

県

五
〇

八

一
〇

〃

北
精
進
ケ
滝

山

梨

県

一
二
一

九

一
〇
二
一

仙
我
滝

山

梨

県

三
〇

一
〇

一
〇
二
八

吹
割
の
滝

群

馬

県

七

一
一

一
一

四

棚
下
不
動
の
滝

群

馬

県

三
七

一
二

一
一
二
三

箕
面
の
滝

大

阪

府

三
三

一
三

一
九
九
一

三

一
六

酒
水
の
滝

神
奈
川
県

六
九

一
四

七

二
〇

早
戸
大
滝

神
奈
川
県

五
〇

一
五

一
〇
二
四

三
階
の
滝

宮

城

県

一
八
一

一
六

一
〇

〃

秋
保
大
滝

宮

城

県

五
五

一
七

一
〇
二
六

銚
子
ケ
滝

福

島

県

四
八

一
八

一
〇

〃

乙
字
ケ
滝

福

島

県

六

一
九

一
一

一

阿
寺
の
七
滝

愛

知

県

六
四

二
〇

一
一

二

浄
蓮
の
滝

静

岡

県

二
五

二
一

一
二

一

常
布
の
滝

群

馬

県

五
〇

二
二

一
二

七

養
老
の
滝

岐

阜

県

三
〇

二
三

一
九
九
二

四

一
二

赤
目
四
十
八
滝

三

重

県

一
五

二
四

四

三
〇

安
倍
の
大
滝

静

岡

県

八
〇

二
五

四

〃

白
糸
・
音
止
め
の
滝

静

岡

県

二
〇

行
程

観
瀑
年

月

日

滝　

名

都
道
府
県

落
差
ｍ

二
六

五

一

三
本
滝

長

野

県

二
〇
〇

二
七

五

〃

田
立
の
滝

長

野

県

九
六

二
八

六

一
二

米
子
大
瀑
布

長

野

県

八
五

二
九

六

〃

苗
名
滝

新

潟

県

五
五

三
〇

六

一
三

惣
滝

新

潟

県

八
〇

三
一

六

一
四

称
名
滝

富

山

県

三
五
〇

三
二

六

一
五

平
湯
大
滝

岐

阜

県

六
四

三
三

一
一

一

滑
川
大
滝

山

形

県

八
〇

三
四

一
一

二

三
条
の
滝

福

島

県

一
〇
〇

三
五

一
九
九
五

五

二
四

ア
シ
リ
ベ
ツ
の
滝

北

海

道

三
〇

三
六

八

一
七

安
の
滝

秋

田

県

九
〇

三
七

八

一
八

不
動
の
滝

岩

手

県

一
五

三
八

八

〃

七
滝

秋

田

県

六
〇

三
九

八

一
九

茶
釜
の
滝

秋

田

県

一
〇
〇

四
〇

一
九
九
六

三

二
一

龍
双
ケ
滝

福

井

県

六
〇

四
一

三

〃

阿
弥
陀
ケ
滝

岐

阜

県

六
〇

四
二

三

二
三

根
尾
の
滝

岐

阜

県

三
二

四
三

四

二
七

八
草
の
滝

和
歌
山
県

二
二

四
四

四

〃

桑
ノ
木
の
滝

和
歌
山
県

二
一

四
五

四

二
八

那
智
の
滝

和
歌
山
県

一
三
三

四
六

四

〃

布
引
の
滝

三

重

県

五
三

四
七

四

二
九

笹
の
滝

奈

良

県

三
〇

四
八

四

〃

不
動
七
重
滝

奈

良

県

一
〇
〇

四
九

四

三
〇

双
門
の
滝

奈

良

県

七
〇

五
〇

五

二

中
の
滝

奈

良

県

二
五
〇
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行
程

観
瀑
年

月

日

滝　

名

都
道
府
県

落
差
ｍ

五
一

五

三

七
つ
釜
滝

三

重

県

一
五
〇

五
二

一
〇
二
二

寂
地
峡
五
竜
の
滝

山

口

県

二
〇
〇

五
三

一
一

二

鈴
ケ
滝

新

潟

県

五
五

五
四

一
一

三

七
ツ
滝

山

形

県

九
〇

五
五

一
一

〃

白
糸
の
滝

山

形

県

一
二
三

五
六

一
一

〃

法
体
の
滝

秋

田

県

一
〇
〇

五
七

一
九
九
八

四

四

原
不
動
滝

兵

庫

県

八
八

五
八

四

〃

天
滝

兵

庫

県

九
八

五
九

四

〃

猿
尾
滝

兵

庫

県

六
〇

六
〇

四

五

雨
滝

鳥

取

県

四
〇

六
一

四

〃

神
庭
の
滝

岡

山

県

一
一
〇

六
二

四

三
〇

金
引
の
滝

京

都

府

四
〇

六
三

五

一

八
ツ
淵
の
滝

滋

賀

県

三
〇

六
四

五

二

姥
ケ
滝

石

川

県

一
一
一

六
五

一
九
九
九

八

八

く
ろ
く
ま
の
滝

青

森

県

八
五

六
六

八

九

松
見
の
滝

青

森

県

九
〇

六
七

二
〇
〇
〇

八

一
四

マ
リ
ユ
ド
ゥ
ウ
の
滝

沖

縄

県

二
〇

六
八

八

一
五

龍
門
滝

鹿
児
島
県

四
六

六
九

八

〃

関
之
尾
滝

宮

崎

県

一
八

七
〇

八

一
六

鹿
目
の
滝

熊

本

県

三
六

七
一

八

一
六

大
川
の
滝

鹿
児
島
県

八
八

七
二

二
〇
〇
一

八

一
二

常
清
滝

広

島

県

一
二
六

七
三

八

〃

龍
頭
八
重
滝

島

根

県

四
〇

七
四

八

一
三

大
山
滝

鳥

取

県

三
七

七
五

八

一
四

壇
鏡
の
滝

島

根

県

五
〇

行
程

観
瀑
年

月

日

滝　

名

都
道
府
県

落
差
ｍ

七
六

二
〇
〇
二

八

一
一

雨
乞
の
滝

徳

島

県

四
五

七
七

八

〃

大
釜
の
滝

徳

島

県

二
〇

七
八

八

〃

轟
九
十
九
滝

徳

島

県

五
八

七
九

八

一
二

轟
の
滝

高

知

県

八
二

八
〇

八

〃

龍
王
の
滝

高

知

県

一
六

八
一

八

一
三

雪
輪
の
滝

愛

媛

県

八
〇

八
二

八

〃

大
樽
の
滝

高

知

県

三
二

八
三

八

一
五

御
来
光
の
滝

愛

媛

県

七
二

八
四

二
〇
〇
三

四

二
六

観
音
の
滝

佐

賀

県

四
五

八
五

四

〃

見
帰
り
の
滝

佐

賀

県

一
〇
〇

八
六

四

二
七

四
十
三
万
滝

熊

本

県

二
五

八
七

四

〃

数
鹿
流
ケ
滝

熊

本

県

六
〇

八
八

四

〃

栴
檀
轟
の
滝

熊

本

県

七
〇

八
九

四

二
八

真
名
井
の
滝

宮

崎

県

一
七

九
〇

四

〃

矢
研
の
滝

宮

崎

県

七
三

九
一

四

二
九

行
縢
の
滝

宮

崎

県

七
七

九
二

四

〃

原
尻
の
滝

大

分

県

二
〇

九
三

四

〃

震
動
の
滝

大

分

県

八
三

九
四

四

〃

西
椎
屋
の
滝

大

分

県

八
三

九
五

四

三
〇

東
椎
屋
の
滝

大

分

県

八
五

九
六

二
〇
〇
四

六

一
九

イ
ン
ク
ラ
の
滝

北

海

道

五
〇

九
七

六

二
〇

飛
竜
賀
老
の
滝

北

海

道

七
〇

九
八

六

二
一

羽
衣
の
滝

北

海

道

二
七
〇

九
九

六

〃

流
星
・
銀
河
の
滝

北

海

道

一
二
〇

百

六

二
二

オ
シ
ン
コ
シ
ン
の
滝

北

海

道

八
〇
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滝
撮
影　

技
術
書
・
写
真
集

1
日
本
の
名
瀑

グ
リ
ー
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

2
日
本
の
滝
２
０
０
選

中
西
栄
一

東
京
出
版

3
日
本
滝
め
ぐ
り

加
藤
庸
二

Ｊ
Ｔ
Ｂ

4
滝
と
水
の
あ
る
風
景
の
撮
り
方

加
藤
庸
二

成
美
堂
出
版

5
四
季
の
写
真 

特
集 

水
の
風
景
の
撮
影
術

学　

研

6
旅
・
写
真　

名
瀑
紀
行　

1
）清
涼
の
滝

(

株)

ニ
ュ
ー
ズ
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
）雄
渾
の
滝

(

株)

ニ
ュ
ー
ズ
出
版

7
佳
境
日
本
秘
境
と
仙
境
の
旅　

東
日
本
編

日
本
通
信
教
育
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
日
本
編

日
本
通
信
教
育
連
盟

8
日
本
の
滝
１
０
０
０　

遊
楽
の
滝

学　

研

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
み
の
滝

学　

研

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幽
遠
の
滝

学　

研

9
日
本
の
幻
の
滝

志
水
哲
也

山
と
渓
谷
社

10
日
本
の
滝
一
〇
〇
選

グ
リ
ー
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
務
局

11
日
本
の
滝

永
瀬
嘉
平　

他

講
談
社

購
入
し
た
文
献

山
岳
関
係　

技
術
書
・
案
内
書

1
実
戦
登
山
セ
ミ
ナ
ー

監
修　

今
井
通
子

山
と
渓
谷
社

2
沢
登
り
読
本

茂
木
完
治
・
手
島
亨

東
京
新
聞
出
版
社

3
Ｂ
Ｅ
ー
Ｐ
Ａ
Ｌ 

バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
入
門

小
学
館

4
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

羽
根
田
治

山
と
渓
谷
社

5
ア
ウ
ト
ド
ア
危
険
・
有
害
生
物

学　

研

6
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
山
歩
き

佐
古
清
隆

山
と
渓
谷
社

7
岳
人　

特
集
：
ぼ
く
の
単
独
行

東
京
新
聞
出
版
社

8
マ
タ
ギ
に
学
ぶ
登
山
技
術

工
藤
隆
雄

山
と
渓
谷
社

9
遊
歩
百
山

森
林
書
房

10
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ス
ス
メ

北
山
真

山
と
渓
谷
社

11
空
撮
登
山
ガ
イ
ド　

立
山 

剣 

薬
師

山
と
渓
谷
社

12
奥
多
摩
の
谷 

１
２
３
ル
ー
ト

山
と
渓
谷
社

13
大
い
な
る
山
大
い
な
る
谷

志
水
哲
也

白
山
書
房

14
か
く
れ
滝
を
旅
す
る

永
瀬
嘉
平

世
界
文
化
社

15
山
と
渓
谷　

特
集
：
遭
難
す
る
人 

し
な
い
人

山
と
渓
谷
社

16
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

保
科
雅
則

山
と
渓
谷
社

17
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

廣
川
健
太
郎

山
と
渓
谷
社
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日
本
の
滝
を
巡
り
始
め
た
時
は
、
ま
さ
か
、
世
界
の
滝
を
見
に
行
く
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

　

二
二
番
目
に
廻
っ
た
岐
阜
県
の
養
老
の
滝
で
、
可
愛
い
い
娘
さ
ん
を
連
れ
た
夫
婦
に
出
会
い
、
ご
主

人
に〝
海
外
の
滝
は
見
た
こ
と
が
あ
る
か
〞と
聞
か
れ
た
と
き
も
海
外
の
滝
に
は
全
く
感
心
も
無
か
っ
た
。

　

日
本
の
滝
に
の
め
り
込
ん
で
行
く
内
に
、
海
外
の
滝
も
目
に
入
り
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
カ
ナ
ダ
に
行

く
こ
と
と
な
り
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
見
て
し
ま
っ
た
。
さ
す
が
に
凄
か
っ
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し

て
い
た
の
で
、
寝
る
の
を
惜
し
ん
で
写
真
に
修
め
た
。

　

次
に
、
世
界
の
三
大
名
瀑
の
二
つ
目
・
イ
グ
ア
ス
の
滝
を
見
に
行
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
世
界
の
三
大
名
瀑
は
死
ぬ
ま
で
に
全
て
を
見
て
や
る
ぞ
！
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

世
界
の
三
大
名
瀑
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ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
カ
ナ
ダ
滝
：
落
差
五
四
Ｍ　

滝
幅
六
七
〇
Ｍ

渡
航
年
月
：
一
九
九
八
年
八
月

所
要
日
数
：
九
日
間

川
名
：
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に
接

す
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
川
。
カ
ナ
ダ
滝

と
ア
メ
リ
カ
滝
が
あ
る
。

カ
ナ
ダ
滝
：
落
差
五
四
Ｍ　

滝
幅

六
七
〇
Ｍ

　

世
界
三
大
名
瀑
は
言
葉
に
表
せ

な
い
程
の
凄
さ
と
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
は
驚
き
で
あ
る
。

　

滝
の
落
口
で
流
れ
落
ち
る
滝
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
流
れ
落
ち

る
そ
の
透
き
通
っ
た
水
の
蒼
さ
を

見
て
い
る
と
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な

感
じ
が
し
た
。
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イ
グ
ア
ス
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
落
差
八
〇
Ｍ　

滝
幅
四
、
〇
〇
〇
Ｍ

渡
航
年
月
：
二
〇
〇
五
年
六
月

所
要
日
数
：
八
日
間

川
名
：
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
ま
た
が
る
イ

グ
ア
ス
川
。

滝
：
落
差
八
〇
Ｍ　

滝
幅
四
、
〇

〇
〇
Ｍ

　

ブ
ラ
ジ
ル
側
の
滝
で
は
虹
が
私

た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
虹
の

入
っ
た
写
真
は
パ
ソ
コ
ン
の
壁
紙

に
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
で
は
国
鳥
の

ト
ウ
カ
ー
ノ
・Tucano

（
別
名
オ

ニ
オ
オ
ハ
シ
）が
出
迎
え
て
く
れ

た
。

　

そ
し
て
、
ハ
チ
ド
リ
や
八
の
字

チ
ョ
ウ（
正
式
名
ウ
ラ
モ
ジ
タ
テ

ハ
）が
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
来

て
く
れ
て
、
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く

れ
た
。
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
落
差
一
〇
八
Ｍ　

滝
幅
一
、七
〇
〇
Ｍ

渡
航
年
月
：
〇
〇
〇
〇
年
〇
〇
月

所
要
日
数
：
〇
〇
日
間

川
名
：
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
の
国
境
ザ
ン
ベ
ジ

川
。

滝
：
落
差
一
〇
八
Ｍ　

滝
幅

一
、七
〇
〇
Ｍ

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
滝
」の
写
真
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で

最
後
の
仕
上
げ
に
お
貼
り
下
さ
い
。

但
し
、
旅
程
は
２
年
以
内
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。



　

滝
見
行
を
始
め
る
に
当
た
り
、

写
真
集
と
地
図
を
見
て
い
る
と
、

「
華
厳
の
滝
」、「
那
智
の
滝
」の
よ

う
に
駐
車
場
か
ら
サ
ン
ダ
ル
で
行

け
る
所
も
あ
れ
ば
、
登
山
ス
タ
イ

ル
の
完
全
装
備
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
所
も
あ
り
、
登
山
道
が

無
け
れ
ば
沢
登
り
の
ル
ー
ト
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も
あ
る
。

　

滝
ま
で
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
、

写
真
撮
影
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
百
選
を
廻
ろ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
撮
影
の
練
習
だ
け
で
な
く
山

へ
入
る
訓
練
も
必
要
と
思
い
、
滝

見
行
開
始
と
併
行
し
て
、
山
行
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
た
。

　

次
田
経
雄
登
山
教
室｢

黒
部
川
、

下
の
廊
下｣

で
山
の
歩
き
方
、
堀

田
弘
司（
今
は
故
人
）岩
登
り
教
室

で
は
富
士
山
の
見
え
る
三
つ
峠
で

あ
と
が
き

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
神
奈
川

県
立
登
山
訓
練
所（
丹
沢
山
）で
沢

登
り
教
室
、
冬
山
登
山（
ス
ポ
ー

ツ
店
及
び
山
岳
旅
行
会
社
主
催
）

の
一
部
訓
練
も
受
け
た
。

　

さ
ら
に
日
頃
の
訓
練
は
会
社
の

ワ
ン
ゲ
ル
部
に
所
属
し
、
日
光
白

根
山
や
安
達
太
良
山（
福
島
県
）な

ど
へ
の
山
行
で
足
腰
を
鍛
え
た
。

　

今
は
、
会
社
の
ワ
ン
ゲ
ル
部
に

参
加
を
し
た
り
、
森
て
つ
や
ガ
イ

ド
に
つ
い
て
、
夏
は
沢
登
り
に
冬

は
氷
瀑
登
り
に
特
訓
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

訓
練
を
受
け
た
お
陰
と
山
へ
の

感
謝
の
念
を
持
っ
て
入
山
し
て
い

た
こ
と
で
、
無
事
に
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
う

さ
ぎ
・
猿
・
鹿
・
り
す
・
キ
タ
キ

ツ
ネ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
熊
に
は
お
会
い
せ
ず
、
ホ
ッ

と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
写
真
撮
影
の
腕
前
も
順

調
に
ア
ッ
プ
し
た
と
自
負
し
て
い

る
。

　

思
え
ば
途
中
三
年
ほ
ど
滝
を
見

に
行
け
な
か
っ
た
年
は
あ
っ
た
が

日
本
の
百
名
瀑
は
足
掛
け
十
五
年

と
い
う
長
い
年
月
が
か
か
っ
た
。

滝
見
行
の
全
走
破
距
離
は
見
当
の

部
分
も
あ
る
が
四
六,

五
〇
二
㎞

と
な
っ
た
。

　

こ
の
距
離
は
地
球
一
周
を
上
回

る
距
離
と
な
る
。
よ
く
も
走
る
に

走
っ
た
も
の
だ
と
我
な
が
ら
感
心

を
し
、
よ
く
も
挫
折
せ
ず
に
継
続

で
き
た
も
の
と
感
慨
無
量
で
あ
る
。

　

百
を
巡
り
終
え
た
ら
祝
杯
を
あ

げ
て
一
区
切
り
と
思
っ
た
。
そ
し

て
春
と
冬
に
行
っ
た
け
れ
ど
秋
は

ま
だ
と
か
、
滝
壷
ま
で
踏
破
し
て

な
か
っ
た
所
は
再
ト
ラ
イ
な
ど
、

身
体
の
動
く
限
り
、
一
生
続
け
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
春
夏
秋
冬
、
自
然

と
共
生
す
る
豊
か
な
心
を
求
め
て
、

神
聖
な
滝
見
行
を
続
け
て
い
く
つ

も
り
で
あ
る
。

　

皆
様
も
滝
の
イ
オ
ン
を
浴
び
、

大
自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
、
ゆ

っ
た
り
さ
れ
る
こ
と
を
是
非
お
勧

め
し
ま
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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